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転
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硬
く
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柔
ら
か
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な
床
材
で
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覚
セ
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サ
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搭
載
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ロ
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15
年
後
、月
に
は
人
が
住
む 

地
球
と
月
を
結
ぶ
宇
宙
経
済
圏
創
造
へ
の
挑
戦

T
o

p
ic
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中
小
企
業
や
農
林
水
産
業
者
の
外
国
人
雇
用
の
最
前
線

未
来
に
残
し
た
い
日
本
の
伝
統

日
本
酒
　
株
式
会
社
福
光
屋（
石
川
県
金
沢
市
）

金
沢
で
日
本
酒
を
造
り
続
け
て
4
0
0
年  

「
伝
統
は
革
新
の
連
続
で
あ
る
」を
実
践

こ
こ
に
こ
の
人
あ
り

笏
本 

達
宏 

｜ 

株
式
会
社
笏
本
縫
製
　
代
表
取
締
役

ネ
ク
タ
イ
で
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
目
指
す 

不
可
能
に
見
え
て
も
挑
む
意
地
っ
張
り

表紙のはなし
「海開き」の知らせが届くと、いよいよ夏本番。日本各地で海水浴シー
ズンの安全を祈願する神事が行われます。海のレジャーといえば、か
つては海水浴が主流でしたが、近年はSUP（スタンドアップパドルボー
ト）やシュノーケリングなど、多彩なアクティビティが楽しめるよう
になりました。晴れ渡る空と青く澄んだ海に心を解き放ち、自然との
触れ合いを楽しむ―そんな一日を過ごしてみてはいかがでしょうか。



3 2025.7

石川県金沢市生まれ。元柔道女子日本
代表。オリンピックや世界柔道選手権大
会を含め、国際大会20回、国内大会17
回の優勝を果たす。現役時に所属してい
た株式会社ベネシードでは、現在も未来
貢献推進本部ゼネラルマネージャーを務
めている。

松本 薫 （まつもと かおり）

　
５
歳
か
ら
道
場
に
通
い
始
め
、２
０
０
２
年
に
全
国
中
学

校
柔
道
大
会
で
初
め
て
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、世

界
へ
の
道
が
開
け
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
柔
道

選
手
権
大
会
な
ど
で
も
優
勝
、そ
し
て
２
０
１
９
年
に
現
役

を
引
退
。た
だ
、私
は
最
初
か
ら
自
ら
の
し
た
い
柔
道
を
追

い
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ひ
た
す
ら
指
導
通

り
の
練
習
を
し
、試
合
に
臨
ん
で
い
た
期
間
も
あ
り
ま
し
た
。

高
校
時
代
、一
度
柔
道
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、「
後
悔
だ
け
は

し
た
く
な
い
、柔
道
で
何
か
結
果
を
残
し
た
い
」と
、自
分
の

意
志
で
畳
に
戻
り
、自
ら
の
柔
道
を
模
索
し
始
め
た
の
で
す
。

　
現
役
時
代
、試
合
に
向
か
う
表
情
を「
野
獣
」と
評
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、あ
れ
は
戦
意
の
表
れ
で
は
な
く
、試
合
を

前
に
緊
張
で
顔
が
こ
わ
ば
っ
て
い
た
の
で
す
。そ
の
表
情
が

対
戦
相
手
の
闘
志
を
そ
ぎ
、試
合
前
か
ら
心
理
的
に
優
位

に
立
て
る
と
気
付
い
た
こ
と
も
、自
ら
の
柔
道
を
築
く
一
つ

の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、年
下
の
選
手
や
ラ
ン

ク
が
下
の
相
手
で
も
、必
ず
何
か
良
い
点
が
あ
る
。そ
れ
を

見
つ
け
学
ぶ
姿
勢
が
、自
分
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
て
自
分
の
柔
道
を
見
い
だ
し
、

日
本
一
、世
界
一
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、大

き
な
自
信
と
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。や
り
切
っ

た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
し
、後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
引
退
後
、私
が
次
に
選
ん
だ
の
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
事
業

で
し
た
。
元
々
ス
イ
ー
ツ
が
好
き
な
の
も
あ
り
ま
す
し
、現

役
時
代
に
各
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
食
事
を
共
に
し
た
く
て

も
、宗
教
的
戒
律
や
個
人
の
主
義
の
違
い
な
ど
か
ら
そ
れ
が

か
な
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、原
材
料
に
配
慮

し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ら
、ど
ん
な
背
景
を
持
つ
人
と
も

一
緒
に
味
わ
え
る
︱
そ
ん
な
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
現
役
を
引
退
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
事
業
に
挑

戦
し
て
い
る
私
で
す
が
、セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
上
で

は
、過
去
の
実
績
へ
の
プ
ラ
イ
ド
は
一
度
手
放
し
た
方
が
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
も
事
業
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人
。

「
白
帯
」で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、素
直
に
教
え
を
乞
う

姿
勢
を
大
切
に
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
現
役
時
代
に
培
っ
た
、

年
齢
や
立
場
に
関
わ
ら
ず
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
い
だ

し
自
ら
学
ぶ
姿
勢
は
、今
の
仕
事
に
そ
の
ま
ま
生
き
て
い

ま
す
。
製
菓
衛
生
師
の
資
格
も
取
得
し
、開
発
に
必
要
な

知
識
を
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。
商
品
試
食
会
で
出
さ
れ
る

厳
し
い
意
見
に
も
素
直
に
耳
を
傾
け
、「
ど
う
す
れ
ば
も
っ

と
満
足
し
て
も
ら
え
る
か
」と
考
え
る
日
々
で
す
。こ
う
し

て
仕
事
に
真し
ん

摯し

に
向
き
合
え
て
い
る
の
も
、
所
属
会
社
の

社
長
を
は
じ
め
、ス
タ
ッ
フ
や
家
族
な
ど
、協
力
し
て
く
れ

る
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

　
私
た
ち
が
製
造
・
開
発
す
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、乳

製
品
・
白
砂
糖
・
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
不
使
用
、グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
と
い
う
特
長
が
あ
り
、ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、体

重
制
限
が
必
要
な
人
や
妊
婦
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
自
信
作
で
す
。
今
後
も
新
し
い
フ
レ
ー
バ
ー
を
開
発

し
て
、皆
さ
ん
か
ら
の「
お
い
し
い
！
」の
声
を
た
く
さ
ん

集
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
事
業
に
お
い
て
も
、柔
道
で
得
た「
や

り
切
っ
た
」と
い
う
自
信
が
、私
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
仕
事
で
も
後
悔
の
な
い
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
、い

つ
か
は
海
外
展
開
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
通
じ
て
、世
界
中
の
人
々
が
つ
な
が

る
日
を
目
指
し
て
、こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
ま
す
。

炉
辺
談
話

元
柔
道
女
子
日
本
代
表

松
本
　
薫

柔
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か
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─
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り
切
る
力
が
支
え
に
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
紡
ぐ
物
語 

～
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
が
未
来
を
創
る
～

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
紡
ぐ
物
語

～
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
が
未
来
を
創
る
～

政
府
が
令
和
４
年
に
発
表
し
た「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
５
か
年
計
画
」が
折
り
返
し
を
迎
え

る
中
、日
本
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
中
に
は
、デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
呼
ば
れ
、科
学
的
な
発
見
に
基

づ
く
革
新
的
な
技
術
を
活
用
し
て
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
企
業
も
数
多
く
存
在

す
る
。
本
特
集
で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
意
義
や
政
府
の
支
援
な
ど
に
関
す
る
有
識
者
か
ら

の
寄
稿
と
、新
た
な
未
来
の
創
造
に
向
け
取
り
組
む
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

事
例
を
紹
介
す
る
。
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
紡
ぐ
物
語 

～
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
が
未
来
を
創
る
～

大阪府大阪市

Case 2 P.11 〜

〝考える指先〟
近接覚センサー搭載の

ロボットハンドが未来を開く

株式会社Thinker

山形県鶴岡市

Case 3 P.14 〜

「腸内デザイン®」に基づく
ヘルスケア文化を広め
病気ゼロの未来へ

株式会社メタジェン

東京都中央区

Case 4 P.17 〜

15年後、月には人が住む
地球と月を結ぶ

宇宙経済圏創造への挑戦

株式会社ispace

静岡県浜松市

Case 1 P.8〜

転んでも骨折しない―
「硬くて柔らかい」特殊な床材で

超高齢社会の課題を解決

株式会社Magic Shields

©ispace

-
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p
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o
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経済産業省、内閣府にてスタートアップ政策、中小
企業政策に従事。J-Startup、新SBIR制度、スタート
アップ・エコシステム拠点、日本スタートアップ大
賞などの創設を担当。スタートアップ育成５か年
計画の策定にも参画。2024年７月より現職。早稲
田大学大学院商学研究科修了。博士(商学)。

中小企業基盤整備機構
創業・スタートアップ支援部長

石井 芳明 （いしい よしあき）

寄 

稿ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
創
る

明
る
い
未
来

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
は
?

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
う
言
葉

が
、世
の
中
に
定
着
し
て
き
た
。
メ

デ
ィ
ア
や
日
常
会
話
で
登
場
す
る

よ
う
に
な
っ
た
し
、学
生
さ
ん
の
就

職
先
の
選
択
肢
に
も
な
り
始
め
て

い
る
。
一
方
で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
イ
メ
ー
ジ
が
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
の
も
気
に
な
る
。

　
経
済
産
業
省
で
は
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
政
策
の
観
点
か
ら
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
定
義
を
次
の
よ
う
に

示
し
て
い
る
。  ※1

　

①
新
し
い
企
業
で
、②
新
し
い

技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
有
す

る
、③
急
成
長
志
向
の
企
業
。
こ

こ
で
、①
の
創
業
か
ら
の
年
数
に

つ
い
て
は
、
支
援
策
ご
と
に
規
定

し
て
い
て
、
投
資
家
へ
の
税
制
優

遇
は
3
年
、技
術
開
発
補
助
金
は

10
年
、表
彰
制
度
は
お
お
む
ね
15

年
。
②
、③
に
つ
い
て
も
各
支
援

策
に
お
い
て
交
付
要
綱
等
の
規
定

に
基
づ
き
定
性
的
に
確
認
し
て
い

る
。

　
ま
た
、別
の
考
え
方
と
し
て
、ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
投
資
先

を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
す
る
も
の

が
あ
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資

額
や
成
長
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
企
業

数
な
ど
は
こ
の
指
標
で
見
る
。
欧

米
で
も
同
様
な
指
標
が
あ
り
国
際

比
較
で
も
使
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、地
域
活
性
化
の
文
脈

で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
範
囲
は

か
な
り
広
が
る
。
事
業
承
継
で
新

事
業
に
挑
戦
す
る
ア
ト
ツ
ギ
ベ
ン

チ
ャ
ー（
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
）

や
、社
会
課
題
解
決
と
持
続
可
能

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
立
を
目
指
す
ゼ

ブ
ラ
企
業
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
の
範
囲
に
入
っ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
捉
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、そ
の

経
営
の
ス
タ
イ
ル
、資
金
調
達
の

手
段
、支
援
策
に
つ
い
て
も
大
き

く
異
な
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

議
論
を
す
る
と
き
に
は
こ
の
点
に

留
意
し
た
い
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
意
義

　
で
は
、な
ぜ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
重
要
な
の
か
。
起
業
家
に
と
っ

て
は「
想
い
を
実
現
す
る
」手
段
が

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
政
策

的
に
は「
経
済
活
力
の
創
出
」と

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」の
意

義
が
あ
る
。

　
「
経
済
活
力
」に
関
し
て
は
、雇
用

と
G
D
P
で
既
に
数
字
が
出
始
め

て
い
る
。
経
済
産
業
省
の
推
計
に

よ
る
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
雇
用

創
出
は
52
万
人
、G
D
P
創
出
は

19
兆
円（
北
海
道
と
福
岡
県
の
G
D

P
の
中
間
）。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

い
う
経
済
主
体
に
よ
り
、一
定
の
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
経
済
効
果
が
出

て
お
り
、そ
の
規
模
は
拡
大
中
で

あ
る
。

　
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て

は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
今
ま
で
な

か
っ
た
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
社
会

実
装
す
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
社

会
課
題
の
解
決
や
新
し
い
価
値
の

提
供
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
大
企
業
か

ら
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
が
、

様
相
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
例

-
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え
ば
、
年
商
3
千
億
円
、
従
業
員

1
万
人
の
大
企
業
A
社
と
、
投
資

家
か
ら
20
億
円
の
資
金
調
達
を
し

た
従
業
員
50
人
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
B
社
が
、
革
新
的
な
技
術
分
野

で
競
う
と
す
る
。

　
年
商
3
千
億
円
と
い
っ
て
も
研

究
開
発
資
金
は
多
く
て
も
年
商
の

3
%
程
度
。  ※2
さ
ら
に
、そ
の
多
く

は
主
力
分
野
に
注
が
ざ
る
を
得
な

い
た
め
、革
新
分
野
に
は
1
割
程

度
の
配
分
と
仮
定
す
る
と
、10
億

円
の
研
究
開
発
費
と
30
人
の
人
員

と
な
る
。し
か
も
、新
分
野
な
の
で

専
門
人
材
は
少
な
く
、さ
ま
ざ
ま

な
社
内
調
整
も
必
要
。一
方
で
、革

新
分
野
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
20
億
円
の
資
金

で
専
門
人
材
50
人
が
機
動
的
に
研

究
開
発
に
挑
戦
す
る
。
こ
う
考
え

る
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
方
が
資

金
や
人
員
の
面
で
有
利
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
は
最
近
増
え

て
い
て
、実
際
に
、世
界
の
医
薬
品

創
薬
開
発
品
目
数
シ
ェ
ア
の
80
%

は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
占
め
て
い

る（
売
上
の
64
%
は
大
手
製
薬
企

業
）。  ※3
日
本
の
経
済
界
が
悩
む「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
」  ※4
の

解
の
一
つ
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
あ

る
と
言
え
る
。

政
府
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

　
政
府
で
は
、2
0
2
2
年
か
ら「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
5
か
年
計
画
」

に
よ
っ
て
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

を
全
省
庁
で
強
化
し
て
い
る
。5
か

年
計
画
は
人
材
、資
金
供
給
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
柱
と
す
る
。

　
人
材
に
関
し
て
は
、先
輩
経
営

者
に
よ
る
伴
走
支
援
の
未
踏
プ
ロ

グ
ラ
ム
、起
業
家
等
の
海
外
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム（
J
‐S
ｔａｒ
X
）、中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
中
小
機

構
）の
経
営
支
援
な
ど
を
拡
充
し

て
い
る
。ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制

度
の
抜
本
改
善
に
よ
り
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
人
材
獲
得
や
従
業
員
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
向
上
を
図
っ
て

い
る
こ
と
も
注
目
だ
。
資
金
に
関

し
て
は
、中
小
機
構
、産
業
革
新
投

資
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）の
出
資
事
業
、日

本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、投
資
家
優

遇
税
制（
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
）の
改

正
に
よ
り
、よ
り
潤
沢
な
資
金
供

給
を
目
指
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
税
制
な
ど

で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携

に
よ
る
企
業
の
事
業
再
構
築
を
促

進
し
て
い
る
。

　
研
究
開
発
支
援
で
は
、デ
ィ
ー
プ

テ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事

業（
N
E
D
O
）、
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー

エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
事
業（
A
M
E

D
）、大
学
発
新
産
業
創
出
基
金
事
業

（
J
S
T
）、
宇
宙
戦
略
基
金（
J
A

X
A
）な
ど
で
補
助
金
・
委
託
費
が

大
幅
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
公
共
調

達
で
は
、入
札
資
格
の
緩
和
や
随
意

契
約
手
続
き
の
見
直
し
な
ど
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
参
入
促
進
を
図
り
、規

制
対
応
・
規
制
改
革（
規
制
の
サ
ン

ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

解
消
制
度
）も
推
進
中
で
あ
る
。
日

本
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
大
賞
、J
‐S

tar
tup
、J
‐
S
tar
tup 

Imp
ac
t
、J
‐
S
tar
tup

地
域
版
で
は
、成
長
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示

と
集
中
支
援
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、政
府
系
支
援
の
中
で
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
取
組
み
は

特
筆
し
た
い
。地
域
活
性
化
を
含
む

広
い
意
味
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で

起
業
家
が
ま
ず
検
討
す
る
資
金
調

達
手
段
は「
新
規
開
業
・
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
資
金
」で
あ
り
、成
長

途
上
に
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

出
資
に
よ
る
資
金
調
達
と
併
せ
て

考
え
る
定
番
の
融
資
は「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
資
金
」で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
は
じ
め
と
す
る
公
庫
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
関
連
の
融
資
規
模
は
足

元
で
は
5
0
0
億
円
程
度
と
な
り
、

日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
資
金

調
達
の
基
盤
を
支
え
て
い
る
。
ま

た
、「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・

グ
ラ
ン
プ
リ
」は
過
去
12
年
で
延
べ

10
万
人
を
超
え
る
生
徒
が
参
加
し

て
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
の
プ

ラ
ン
を
競
っ
て
お
り
、日
本
の
創
業

機
運
の
醸
成
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
る
。

　
以
上
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
意
義

や
政
策
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ

て
き
た
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
経

済
活
力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
で
、明
る
い
未
来
を
も
た
ら
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
業
す
る
人

が
増
え
る
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
連

携
す
る
企
業
が
増
え
る
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
挑
戦
を
た
た
え
る
人
が

増
え
る
こ
と
で
、社
会
は
よ
り
良

い
方
向
に
動
く
。ぜ
ひ
、読
者
の
皆

様
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

考
え
、行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�
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※1  経済産業省　2025.2　「スタートアップの力で社会課題解決と経済成長を加速する」
https://www.meti.go.jp/policy/newbusiness/kaisetsushiryou_2025.pdf

※2  経済産業省　2023.3　「データで見る我が国の民間部門における研究開発投資状況」
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/kenkyu_innovation/
pdf/028_06_00.pdf

※3  METI Journal ONLINE　2023.8　「創薬スタートアップを応援！日本を再び創薬大国へ」
https://journal.meti.go.jp/p/28561/

※4  クレイトン・クリステンセン　2001.7　「イノベーションのジレンマ 増補改訂版: 技術革新が巨
大企業を滅ぼすとき」（伊豆原弓 翻訳、玉田俊平太 監修）

*1  直接効果とは、スタートアップの経済活動により創出される付加価値を指す（産業連関表
を用いた数値ではない）

*2  間接波及効果とは、スタートアップに対するサプライヤーの経済活動や所得創出に伴う
消費支出が引き金となり連鎖的に創出される経済効果を指す。本調査では産業連関表
を用いて2次波及効果まで推計

■ スタートアップによる経済効果

直接効果+間接波及効果

直接効果

10.47兆円

創出GDP
（直接効果 + 間接波及効果）
19.39兆円

雇用創出
52万人

所得創出
3.17兆円
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株式会社Magic Shields
代表取締役CEO

下村 明司 氏

静岡県浜松市
株式会社Magic Shields

転んでも骨折しない―
「硬くて柔らかい」特殊な床材で

超高齢社会の課題を解決

問
題
は
転
倒
で
は
な
く
骨
折
だ

国
際
特
許
の「
こ
ろ
や
わ
」を
開
発

　
日
本
は
、戦
後
の
団
塊
世
代
が
全
て

後
期
高
齢
者
の
年
齢
に
達
し
、超
高
齢

社
会
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
に

伴
い
、病
院
や
介
護
施
設
、養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
医
療
、福
祉
関
係
の
施
設

で
は
お
年
寄
り
の
転
倒
事
故
が
増
え

て
お
り
、国
内
で
年
間
約
1
0
0
万
人

が
何
ら
か
の
要
因
で
転
倒
し
骨
折
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　
転
倒
し
て
骨
折
し
た
り
、あ
る
い
は

そ
の
恐
れ
の
あ
る
人
を
な
る
べ
く
歩
か

せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、ま
す
ま
す
体

力
が
衰
え
て
、場
合
に
よ
っ
て
は
認
知

症
に
つ
な
が
る
と
い
う
悪
循
環
の
事
例

は
少
な
く
な
い
。お
年
寄
り
ば
か
り
で

な
く
誰
で
も
転
倒
す
る
可
能
性
は
あ

る
。
そ
れ
な
ら
ば
、転
倒
し
て
も
骨
折

し
な
い
よ
う
な
床
材
を
設
置
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
。
問
題
は
転
倒
で
は

な
く
、骨
折
す
る
こ
と
だ
。
下
村
氏
の

発
明
は
、こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
回
避
に

お
け
る
発
想
の
転
換
だ
っ
た
。

　
骨
折
を
防
ぐ
た
め
に
床
を
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
な
常
に
柔
ら
か
い
素
材
に
す
れ

ば
、歩
き
に
く
い
し
、車
い
す
も
押
し

に
く
い
。
普
段
は
硬
く
、転
倒
し
た
時

だ
け
そ
の
衝
撃
を
柔
ら
か
く
吸
収
す

る
マ
ッ
ト
や
床
の
素
材
は
な
い
だ
ろ
う

か
。機
械
工
学
に
精
通
し
た
発
明
家
の

下
村
氏
が
注
目
し
た
の
は「
メ
カ
ニ
カ

ル
・
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
」と
い
う
特
殊
な

性
質
を
持
つ
人
工
材
料
だ
。

　
紙
コ
ッ
プ
は
一
つ
だ
け
な
ら
も
ろ
い

が
、た
く
さ
ん
並
べ
る
と
人
間
が
乗
っ

て
も
耐
え
ら
れ
る
。
幾
何
形
状
の
小
さ

な
マ
ス
目
を
連
続
し
て
配
置
し
た
シ
ー

ト
は
、面
と
し
て
は
硬
く
て
剛
性
が
あ

る
が
、点
と
し
て
は
柔
ら
か
く
へ
こ
み
、

衝
撃
の
力
を
吸
収
す
る
と
い
う
原
理
だ
。

普
段
は
硬
く
て
丈
夫
で
歩
き
や
す
く
、

転
ん
だ
時
だ
け
衝
撃
を
受
け
取
る
部

分
が
柔
ら
か
く
な
り
、す
ぐ
に
元
に
戻

る
と
い
う
特
性
を
持
つ
素
材
を
追
究

し
て
、下
村
氏
は
7
0
0
種
類
以
上
も

試
作
し
、仲
間
の
協
力
で
1
万
回
以
上

の
転
倒
試
験
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
経
て
、

2
0
1
9
年
11
月
に
床
材
の
内
部
に
用

い
ら
れ
る
構
造
体
の
開
発
に
成
功
し
、特

許
を
出
願
し
た
。
同
月
に
株
式
会
社

Ｍａｇ
ｉｃ 

Ｓ
ｈ
ｉｅ
ｌ
ｄｓ（
マ
ジ
ッ
ク

シ
ー
ル
ズ
）を
設
立
し
、2
0
2
0
年
8

月
に
商
品
名「
こ
ろ
や
わ
Pro
27
」の

販
売
を
開
始
し
た
。
文
字
通
り「
転
ん

だ
時
だ
け
柔
ら
か
い
」と
い
う
こ
れ
ま

で
に
な
い
床
材
だ
。

 

衝
撃
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
半
分
に
抑
制

す
で
に
千
以
上
の
施
設
に
導
入

　
こ
の
よ
う
な
不
思
議
な
特
性
を
備

え
た「
こ
ろ
や
わ
」の
材
料
は
、エ
ラ
ス

ト
マ
ー
と
い
う
ゴ
ム
の
よ
う
な
性
質

を
持
ち
な
が
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ

歩
く
時
は
硬
く
転
び
に
く
く
、転
ん
だ
時
だ
け
柔
ら
か
く
骨
折
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
。
こ
の
相
い
れ
な
い
よ
う
な
性
質
を
持
つ
画
期
的
な
床
材
を
、静
岡
県

浜
松
市
の
株
式
会
社
Ｍａｇ
ｉｃ 

Ｓ
ｈ
ｉｅ
ｌ
ｄｓ
が
開
発
し
、増
え
続
け
る
高

齢
者
の
転
倒
骨
折
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
医
療
や
介
護
の
分
野
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
下
村
明
司
氏
は
大
手
バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー

出
身
の
技
術
者
で
発
明
家
。「
不
慮
の
事
故
か
ら
人
を
守
り
た
い
」と
の
思
い
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
発
明
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
こ
と
で
、ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る

超
高
齢
社
会
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。
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う
に
成
型
加
工
が
で
き
る
素
材
の
一

種
。
と
は
い
っ
て
も
、下
村
氏
に
よ
る

と「
一
見
、百
均
の
店
に
も
並
ん
で
い

る
よ
う
な
一
般
的
な
素
材
」だ
そ
う
だ
。

構
造
に
は
工
夫
を
重
ね
て
も
素
材
自
体

は
低
コ
ス
ト
に
抑
え
て
い
る
。
マ
ッ
ト

ば
か
り
で
な
く
、室
内
全
体
の
フ
ロ
ア

に
設
置
す
る
場
合
は
、短
時
間
で
の
内

装
工
事
も
引
き
受
け
て
い
る
。

　

人
間
が
転
倒
し
た
際
に
ど
の
よ
う

な
衝
撃
が
あ
り
、ど
の
程
度
の
け
が
を

す
る
か
は
、転
び
方
や
個
人
の
健
康
状

態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
む
た

め
単
純
に
計
測
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
い
う
。そ
こ
で
可
能
な
限
り
科
学
的

な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
、マ
ジ
ッ
ク

シ
ー
ル
ズ
は
名
古
屋
大
学
・
藤
田
医
科

大
学
・
東
京
医
科
歯
科
大
学（
現
東
京

科
学
大
学
）と
の
共
同
研
究
で「
こ
ろ
や

わ
」の
衝
撃
吸
収
性
能
試
験
を
行
い
、

客
観
的
な
評
価
を
求
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、一
般
的
な
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

約
半
分
、畳
の
3
分
の
2
程
度
の
衝
撃

に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

高
齢
者
の
転
倒
で
は
大だ

い
腿た

い
骨
ば
か

り
で
な
く
、
頭
部
へ
の
障
が
い
の
恐

れ
も
あ
る
。
実
証
実
験
で
は
、「
こ
ろ

や
わ
」を
設
置
す
る
と
、保
護
帽
を
着

用
し
た
場
合
と
同
じ
程
度
ま
で
脳
や

頭
蓋
骨
の
損
傷
リ
ス
ク
を
低
減
で
き

る
と
い
う
結
果
が
出
た
。

　

実
際
に「
こ
ろ
や
わ
」を
導
入
し
た
施

設
で
転
倒
に
よ
る
骨
折
は
減
ら
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
か
。マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ル

ズ
は
広
島
県
内
の
11
病
院
の
協
力
を
得

て
、計
2
3
0
床
で
、1
年
4
カ
月
間
検

証
し
た
。
そ
の
結
果
、「
こ
ろ
や
わ
」の

上
で
転
倒
し
た
ケ
ー
ス
が
1
9
3
回

あ
っ
た
が
、骨
折
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
通

常
の
床
の
場
合
は
、2
4
1
8
回
の
転

倒
で
63
回
の
骨
折
事
例
が
あ
っ
た
。
こ

の
検
証
結
果
か
ら
、医
療
や
介
護
の
現

場
で
の
安
全
性
が
向
上
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
特
性
に
着
目
し
て
2
0
2
0

年
、初
め
て「
こ
ろ
や
わ
」を
導
入
し
た

の
は
静
岡
県
森
町
の
公
立
森
町
病
院

だ
っ
た
。そ
の
後
、資
金
調
達
し
て
量

産
化
に
入
り
、2
0
2
５
年
6
月
時

点
で
全
国
千
以
上
の
医
療
機
関
や
福

祉
施
設
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。こ
の
間
、

2
0
2
1
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
し
、2
0
2
3
年
に
は
日
本
転

倒
予
防
学
会
推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る

な
ど
、製
品
が
周
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
性
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、２
０
２
４
年
5
月
、O
E
M

（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）で

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
衝
撃
吸
収
フ
ロ
ア
ー

「
ク
ラ
ウ
ド
ス
テ
ー
ジ
」の
生
産
、
販
売

を
始
め
る
な
ど
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ル
ズ
の

技
術
に
大
手
企
業
も
注
目
し
て
い
る
。

ま
た
、重
量
が
か
か
る
こ
と
で
離
床
し

た
こ
と
を
通
知
す
る
機
能
を
備
え
た「
こ

ろ
や
わ
マ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー
」の
販
売
も
始

め
た
。
そ
の
よ
う
な
勢
い
で
、今
年
中
に

は
１
２
０
０
施
設
へ
の
導
入
を
見
込
ん

で
い
る
と
い
う
。

 

バ
イ
ク
の
設
計
・
開
発
に
従
事

「
人
を
守
る
」が
発
想
の
原
点

　

下
村
氏
は
横
浜
市
出
身
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
も
の
づ
く
り
が
大
好
き
だ
っ

た
。
東
京
電
機
大
学
大
学
院
で
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
を
専
攻
し
、6
本
の
脚
を
持
つ

災
害
救
助
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
た
。
世

界
的
な
バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ヤ
マ

ハ
発
動
機
に
就
職
し
、
部
品
が
3
万

点
に
も
上
る
バ
イ
ク
の
設
計
や
開
発
、

デ
ザ
イ
ン
部
門
で
の
新
規
事
業
開
発

な
ど
に
14
年
間
携
わ
っ
た
。

　
自
ら
も
オ
フ
ロ
ー
ド
の
レ
ー
ス
に
参

加
す
る
ほ
ど
の
バ
イ
ク
好
き
で
、趣
味

が
仕
事
に
結
び
つ
く
と
い
う
幸
せ
な
会

社
員
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

バ
イ
ク
レ
ー
ス
は
事
故
の
危
険
が
伴

う
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
親
し
い
同
僚
が
レ
ー

ス
中
の
事
故
で
亡
く
な
る
悲
し
い
出

来
事
に
も
遭
遇
し
た
。
事
故
だ
け
で
な

く
、自
然
災
害
、戦
争
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

に
触
れ
る
に
連
れ
て「
や
り
き
れ
な
い

思
い
が
募
っ
た
」と
い
う
下
村
氏
は
、

そ
の
よ
う
な
不
条
理
か
ら
身
を
守
る

「
盾
」に
な
る
発
明
を
模
索
し
た
。

　

そ
ん
な
発
明
の
一
つ
が
、豪
雨
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
考
え
た
と
い
う
、風

を
盾
に
し
て
雨
を
全
て
吹
き
飛
ば
す

バ
イ
ク
だ
。
バ
イ
ク
の
形
状
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、ラ
イ
ダ
ー
を
雨
か
ら
守
る

風
圧
を
作
る
と
い
っ
た
仕
組
み
だ
。
ま

た
、
通
学
中
の
子
ど
も
の
列
に
車
が

歩行時は硬くて安定、転倒時は柔らかく、衝撃を吸収する緩衝フロア&マット「ころやわ」。マットの上は車いすでの移動や杖の使用も可能だ

見た目は木質系フローリングだが、大規模な施工が必要ない剥
がせる床材「ころやわ」

歩行時は硬く安定 転倒時は凹んで衝撃を吸収
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突
っ
込
む
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、そ
の
よ

う
な
時
に
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
車
に

注
意
を
向
け
る
よ
う
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を

車
に
搭
載
す
る
ア
イ
デ
ア
も
思
い
つ
い

た
。
制
御
不
能
と
な
っ
た
車
が
自
動
的

に
音
と
光
で
周
囲
に
危
険
を
知
ら
せ

る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
下
村
氏
は
在
職
中
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
基
に
試

作
を
続
け
て
い
た
が
、コ
ス
ト
面
な
ど

か
ら
事
業
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ず
に
い
た
。「
人
を
守
る
た
め
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
は
で
き
る
の
だ
が
、そ
れ

だ
け
で
は
社
会
に
役
立
て
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

 

ア
イ
デ
ア
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る

経
営
大
学
院
で
の
学
び
と
出
会
い

　
「
自
分
の
思
い
と
技
術
を
社
会
に
役

立
て
る
た
め
に
は
、ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ

が
回
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た

せ
る
ス
キ
ル
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
」

と
い
う
下
村
氏
は
2
0
1
6
年
、社
会

人
を
対
象
に
し
た「
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営

大
学
院
大
学
」の
門
を
た
た
い
た
。
中

堅
の
技
術
者
で
、子
ど
も
が
3
人
、住

宅
ロ
ー
ン
も
抱
え
て
い
た
一
会
社
員

に
と
っ
て
は
一
大
決
心
だ
っ
た
が
、「
思

い
を
志
に
向
上
さ
せ
、ビ
ジ
ネ
ス
に
し

て
い
く
た
め
の
学
び
を
得
た
」と
い
う
。

　
そ
こ
で
の
2
年
間
で
会
社
員
ば
か

り
で
な
く
救
急
医
か
ら
僧
侶
ま
で
異

業
種
の
人
た
ち
と
出
会
い
、社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
う
。
同
窓
生
の
中
に

後
に
マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ル
ズ
の
C
O
O

（
最
高
執
行
責
任
者
）と
し
て
共
同
創

業
者
に
な
る
杉
浦
太
紀
氏
が
い
た
。

総
合
病
院
の
理
学
療
法
士
で
あ
る
杉

浦
氏
の
話
か
ら
、医
療
の
現
場
で
は

高
齢
者
の
転
倒
骨
折
が
大
き
な
問
題

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
バ
イ
ク
開

発
の
技
術
者
と
し
て
衝
撃
を
吸
収
す

る
製
品
の
研
究
を
し
て
き
た
下
村
氏

は「
こ
れ
こ
そ
自
分
が
解
決
す
べ
き

重
要
な
社
会
課
題
だ
と
直
感
し
た
」

と
い
う
。

　
グ
ロ
ー
ビ
ス
の
同
窓
生
ら
6
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
チ
ー
ム
を
作
り
、事

業
開
発
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
い

く
つ
か
の
試
作
品
を
経
て
、「
こ
ろ
や

わ
」に
結
実
し
た
。
大
手
都
市
銀
行
出

身
の
宝
田
優
子
氏
も
C
C
O（
最
高
顧

客
責
任
者
）と
し
て
役
員
に
な
り
、「
人

を
守
る
」こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ル

ズ
が
始
動
し
た
。

何
度
転
ん
で
も
立
ち
上
が
れ
る

盾
に
な
る
技
術
を
社
会
に
実
装

　
下
村
氏
は
、床
材
の
市
場
は
医
療
、

介
護
に
限
っ
て
も
国
内
で
1
兆
円
、欧

米
を
含
め
る
と
10
兆
円
規
模
と
試
算
し

て
い
る
。マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ル
ズ
は
2
0

2
1
年
に
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
に
現
地
法
人
を
設
立
し
、海
外
進
出

へ
の
先
駆
け
と
し
て
い
る
。
す
で
に
海

外
10
カ
国
の
施
設
で
利

用
実
績
が
あ
り
、
欧
米

を
中
心
に
10
カ
国
の
メ

デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

米
国
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市

で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、外

国
人
に
人
気
の
あ
る
忍

者
の
格
好
を
し
て
登
場

し
た
。
下
村
氏
は「
こ
ろ

や
わ
」の
開
発
に
当
た
り
、

忍
者
が
使
用
し
た
と
い

わ
れ
る
、
水
面
を
歩
く

こ
と
が
で
き
る
円
盤
状

の「
水み

ず
蜘ぐ

蛛も

」を
参
考
に

し
た
こ
と
も
あ
り
、こ
の

硬
く
て
柔
ら
か
い
新
素

材
を
忍
者
の
よ
う
に
跳
ん
だ
り
転
ん

だ
り
し
な
が
ら
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
人
類
は
攻
撃
す
る
矛
の

技
術
革
新
を
し
て
き
た
が
、盾
は
お
ざ

な
り
に
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
」

と
語
る
下
村
氏
。
マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ル
ズ

は「
魔
法
の
盾
」だ
。「
何
度
転
ん
で
も

立
ち
上
が
れ
る
世
界
」を
作
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、衝
撃
吸
収
ば
か
り
で

な
く
防
音
、防
振
、断
熱
な
ど
利
用
分

野
が
広
が
る
新
素
材
を
世
界
に
普
及

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。�

F

左から杉浦COO、下村CEO、宝田CCO。「転倒
によるけがをなくす」未来を目指し、それぞれ
の専門性を武器に挑戦を続ける

2025年、米国ラスベガス市で開催された世界最大級のテクノロジー見本市では、
「忍者フロア」として各国メディアの関心を集めた
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人
間
の
指
の
よ
う
に
バ
ラ
積
み
ね
じ
の

ピ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る

　
京
都
、大
阪
、奈
良
の
3
府
県
に
ま

た
が
る
広
大
な
丘
陵
地
に
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
整
備
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ス

シ
テ
ィ
ー「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
」。

そ
の
南
端
の
京
都
、奈
良
府
県
境
で
、

住
宅
と
研
究
施
設
が
共
存
す
る
平
城
・

相
楽
地
区
に
、株
式
会
社
T
h
in
ker

（
シ
ン
カ
ー
）の
開
発
拠
点
が
あ
る
。
周

辺
と
は
趣
が
違
う
、広
い
庭
と
瓦
ぶ
き

平
屋
建
て
の
建
物
の
中
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、訪
れ
た
日
は
数

人
の
従
業
員
が
黙
々
と
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
い
た
。「
空
が
広
く
、大
都
市
圏

か
ら
1
時
間
以
内
な
ど
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
む
環
境
が
整
っ
て
い
る
」と
藤

本
弘
道
氏
は
言
う
。

　
部
屋
の
片
隅
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、

同
社
が
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
が

置
か
れ
て
い
た
。
ア
ー
ム
が
35
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
小
さ
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演

と
、そ
の
仕
組
み
の
説
明
を
し
て
く
れ

た
の
は
、同
社
取
締
役
兼
C
T
Ｏ（
最
高

技
術
責
任
者
）の
中
野
基
輝
氏
だ
。

　

先
端
に
2
本
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
を
持

つ
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
は
、無
秩
序
に
バ

ラ
積
み
さ
れ
て
い
る
ね
じ
の
山
か
ら
一

つ
ず
つ
素
早
く
つ
ま
み
上
げ
る「
ピ
ッ

キ
ン
グ
」と
い
う
作
業
が
で
き
る
。
あ

ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
て
決
ま
っ
た
動

き
を
す
る
の
で
は
な
く
、接
触
す
る
前

に
ね
じ
の
傾
き
な
ど
を
高
速
で
測
定

し
、ま
る
で
人
間
の
指
の
よ
う
に
柔
軟

な
関
節
で
手
探
り
し
つ
ま
み
上
げ
る
。

失
敗
す
れ
ば
自
ら
や
り
直
し
も
す
る

と
い
う
、ま
さ
に「
考
え
る
指
先
」だ
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
が
で
き
る
の
は

「
近
接
覚
セ
ン
サ
ー
」が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
中
野
氏
は「
セ
ン
サ
ー

に
は
赤
外
線
を
発
す
る
四
つ
の
目
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
赤
外
線
の
反
射
量

と
角
度
か
ら
対
象
物
と
の
距
離
や
形
、

傾
き
角
度
な
ど
3
次
元
デ
ー
タ
を
計

測
し
、2
次
元
カ
メ
ラ
で
面
的
に
把

握
し
ま
す
。
ふ
ぞ
ろ
い
で
乱
雑
な
状

態
の
物
も
A
I
が
高
速
で
正
確
に
判

断
し
動
作
を
制
御
し
ま
す
」と
説
明

す
る
。

　
も
う
1
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、吸
引
タ

イ
プ
で
、薄
く
て
も
ろ
い
素
材
を
持
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
演
で
は
ビ

ス
ケ
ッ
ト
を
丁
寧
に
箱
に
納
め
て
い
た
。

大
阪
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

難
し
か
っ
た
ガ
ラ
ス
や
鏡
面
も
感
知

　
こ
の
近
接
覚
セ
ン
サ
ー
は
、大
阪
大

学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
助
教
で

同
社
取
締
役
で
も
あ
る
小
山
佳
祐
氏

が
開
発
し
た
も
の
だ
。
カ
メ
ラ
に
搭

載
さ
れ
た
光
学
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
画

像
解
析
で
は
死
角
が
で
き
た
り
、高
度

な
3
次
元
カ
メ
ラ
は
費
用
が
か
か
る

な
ど
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
赤
外

線
と
独
自
に
開
発
し
た
A
I
を
組
み

現
代
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
用
さ
れ
る「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
化
」の

時
代
。
だ
が
、実
は
ロ
ボ
ッ
ト
は
高
速
で
正
確
な
作
業
は
得
意
で
も
バ
ラ
積
み

の
部
品
を
人
間
の
指
が
手
探
り
し
て
つ
ま
み
上
げ
る
よ
う
な
動
き
は
苦
手
だ
。

株
式
会
社
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
が
赤
外
線
と
独
自
の
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
組
み
合

わ
せ
た「
近
接
覚
セ
ン
サ
ー
」を
コ
ア
技
術
に
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
は
、

そ
れ
を
可
能
に
し
た
。
代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
藤
本
弘
道
氏
は
か
つ
て
、画

期
的
な
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
開
発
会
社
を
率
い
た
人
で
、未
来
を
構
想
し
技
術

を
進
化
さ
せ
、社
会
に
実
装
す
る
取
組
み
を
続
け
て
い
る
。

大阪府大阪市
株式会社Thinker

株式会社Thinker
代表取締役兼CEO

藤本 弘道 氏

〝考える指先〟
近接覚センサー搭載の

ロボットハンドが未来を開く
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合
わ
せ
た
非
接
触
セ
ン
サ
ー
を
考
案

し
た
。
小
山
氏
は
こ
の
研
究
成
果
で
、

2
0
2
2
年
9
月
に
日
本
ロ
ボ
ッ
ト

学
会
の
優
秀
研
究
・
技
術
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

　
ゼ
ロ
イ
チ
事
業
の
創
出
を
得
意
と

す
る
藤
本
氏
が
小
山
氏
の
こ
の
技
術

に
出
会
い
、2
0
2
2
年
8
月
に
同
社

を
設
立
し
た
。
事
業
化
に
当
た
り
、大

阪
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
運

営
す
る
フ
ァ
ン
ド
か
ら
資
金
を
調
達
し

た
大
阪
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
。

　
従
来
の
カ
メ
ラ
に
頼
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

ハ
ン
ド
は
、ガ
ラ
ス
な
ど
透
明
な
素
材

や
鏡
面
な
ど
は
正
確
に
計
測
で
き
ず
、

野
菜
や
花
な
ど
形
状
が
複
雑
で
繊
細

な
物
体
を
破
損
せ
ず
に
取
り
扱
う
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。
ま
た
、ラ
ン
ダ
ム

に
置
か
れ
た
バ
ラ
積
み
部
品
の
ピ
ッ

キ
ン
グ
は
、従
来
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

に
と
っ
て
は
最
後
の
難
関
と
さ
れ
て

き
た
と
い
う
。

　
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
先
端
に
近
接
覚
セ

ン
サ
ー
を
組
み
込
ん
だ
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ン
ド
は
、あ
ら
ゆ
る
状
況
で
も
物
体
を

感
知
し
、
繊
細
な
動
き
で
こ
れ
ら
の

課
題
を
全
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
。将
来
的
に
は
工
場
ば
か
り
で
な
く
、

農
業
分
野
で
も
収
穫
や
箱
詰
め
な
ど

に
使
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

家
電
の
よ
う
に
使
え
て
普
及
へ

ロ
ボ
ッ
ト
の〝
民
主
化
〟目
指
す

　

同
社
は
昨
年
、人
間
の
手
首
か
ら

先
に
当
た
る
、
近
接
覚
セ
ン
サ
ー
搭

載
の
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド「
T
h
in
k 

Han
d 

F
」を
発
売
。
今
年
に
入
り
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
型
ロ
ボ
ッ

ト「
T
h
in
ker 

Mo
de
l 

A
」の

受
注
を
開
始
し
た
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト

は
、1
時
間
当
た
り
7
0
0
個
の
バ

ラ
積
み
ね
じ
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
が
可
能

で
、
最
大
可
搬
重
量
は
3
0
0
グ
ラ

ム
だ
。
作
業
ス
ピ
ー
ド
は
熟
練
の
従

業
員
に
よ
る
手
作
業
と
遜
色
な
い
と

い
う
。

　

そ
の
性
能
の
優
秀
さ
に
加
え
て
、

テ
ィ
ー
チ
ン
グ（
ロ
ボ
ッ
ト
に
作
業
を

教
え
込
む
工
程
）の
手
間
を
軽
減
し
、

さ
ら
に
汎は

ん

用よ
う

品
を
使
う
な
ど
導
入
コ

ス
ト
を
低
く
抑
え
て
い
る
と
こ
ろ
に

大
き
な
特
長
が
あ
る
。

　
中
野
氏
に
よ
る
と
、本
体
は
各
社
の

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
で
き
、2
次
元

カ
メ
ラ
は
家
電
量
販
店
で
も
購
入
で
き

る
汎
用
品
だ
。
従
来
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
は
ティ
ー
チ
ン
グ
に
専
門
的
な
技
能

が
必
要
だ
っ
た
が
、そ
れ
を
簡
単
に

す
る
こ
と
で
人
手
や
時
間
、コ
ス
ト

を
大
幅
に
低
減
で
き
る
と
い
う
。

　
同
社
は
近
接
覚
セ
ン
サ
ー
の
開
発

に
伴
い
、そ
の
技
術
的
か
つ
経
済
的
な

優
位
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、創

業
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
企
業
に

コ
ン
タ
ク
ト
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に

関
心
を
示
し
た
り
、問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
の
は
約
1
4
0
0
社
に
上
り
、

そ
の
う
ち
有
償
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し

た
の
は
約
1
0
0
社
。
金
属
部
品
か

ら
食
品
、レ
ン
ズ
加
工
な
ど
の
会
社
へ

の
導
入
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

新
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
、す
で
に
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
大
企
業
や

中
堅
企
業
で
も
関
心
を
持
た
れ
て
い
る

一
方
で
、ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
経
験

が
な
い
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、従
来

の
ロ
ボ
ッ
ト
は
導
入
コ
ス
ト
が
高
く
、

専
門
知
識
を
持
っ
た
技
術
者
が
い
な
い

こ
と
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

「
T
h
in
ker 

Mo
de
l 

A
」は

オ
ー
プ
ン
価
格
だ
が
、従
来
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
に
比
べ
れ
ば
格
安
と
い
い
、

少
量
多
品
種
の
も
の
づ
く
り
を
人
手

に
頼
っ
て
き
た
中
小
企
業
へ
の
導
入

が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
中
小
企
業
も
給
与
ア
ッ
プ
の
流
れ

で
人
件
費
が
か
さ
ん
で
き
て
い
る
の

で
、ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
検
討
す
る
機
運

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
」と
藤
本
氏
は

言
い
、「
現
在
は
人
手
不
足
が
も
の
づ

く
り
の
最
前
線
で
あ
る
中
小
企
業
の

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に

貢
献
で
き
る
」と
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を

強
調
す
る
。

　

も
の
づ
く
り
ニ
ッ
ポ
ン
の
礎
を
支

え
る
中
小
の
製
造
業
の
現
場
で
は
、

新
た
な
人
材
の
採
用
は
極
め
て
難
し

い
状
況
だ
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、変
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
に
も

導
入
し
や
す
い
よ
う
に
、小
型
で
安
く
、

作
業
現
場
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め

に
開
発
さ
れ
た
の
が
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト

ハ
ン
ド
だ
。
優
し
く
正
確
な
つ
ま
み

なぞって、まさぐりながらつかむロボットハンド「Think Hand F」（右）。赤外線とAIを用いた近接覚センサーを備え、
透明な物もつかむことができる（左）

社会課題に貢献するロボットの可能性を信じ、技術開
発の最前線を走る中野氏
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上
げ
の
能
力
に
加
え
て
、部
品
が
置

か
れ
て
い
る
ト
レ
ー
の
た
わ
み
に
も

対
応
で
き
る
。こ
れ
は
、人
が
作
業
す

る
際
に
は
気
に
な
ら
な
い
が
、
従
来

の
ロ
ボ
ッ
ト
が
苦
手
と
し
て
き
た
こ

と
だ
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
に
作
業
を
教
え
込
む

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
容
易
な
点
も
、中

小
企
業
へ
の
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
。
そ
し
て
、搬
送
や
検
査
、品
質

判
定
、
分
別
な
ど
人
手
に
頼
っ
て
い

た
作
業
の
省
人
化
を
可
能
に
し
、従

業
員
を
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
作

業
に
振
り
分
け
る
こ
と
で
、生
産
性

の
向
上
に
寄
与
で
き
る
と
藤
本
氏
は

言
う
。

　

将
来
的
に
は
、生
産
現
場
や
暮
ら

し
の
中
で
安
く
安
全
に
使
え
る「
ロ

ボ
ッ
ト
の
家
電
化
」と
、そ
の
先
に
は

誰
も
が
使
え
る「
ロ
ボ
ッ
ト
の
民
主

化
」を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

解
散
し
た
会
社
の
仲
間
が
再
結
集

人
を
ア
シ
ス
ト
す
る
技
術
を
事
業
化

　

藤
本
氏
は
大
阪
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
原
子
力
工
学
専
攻
を
修
了
後
、

1
9
9
7
年
に
松
下
電
器
産
業（
現
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）に
入
社
し
た
。
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
期
で
、
当

初
か
ら
新
規
事
業
に
関
心
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
社
内
の
起
業
支
援
制
度
に
応

募
し
て
2
0
0
3
年
に
創
業
し
た
の

が
、着
用
す
る
と
重
い
荷
物
を
楽
に

持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
開
発
販
売
の「
株
式
会
社

A
T
O
U
N
」（
ア
ト
ウ
ン
）だ
。
中
野

氏
も
北
海
道
大
学
大
学
院
情
報
科
学

研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し
て
入
社

し
、開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
。

　
「
パ
ワ
ー
バ
リ
ア
レ
ス
社
会
」の
実

現
を
目
指
し
た
同
社
は
、世
界
初
の
パ

ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
や
、腰
用
と
歩
行
用
の

パ
ワ
ー
ド
ウ
ェ
ア
な
ど
を
次
々
と
世
に

送
り
出
し
、2
0
2
0
年
に
は
国
内
販

売
額
シ
ェ
ア
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
営
業
活
動
が
全
く
で
き
な
く

な
り
業
績
が
悪
化
し
、こ
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
子
会
社
は
2
0
2
2
年
4
月
に
解

散
に
至
っ
た
。

　
だ
が
、藤
本
氏
は
こ
れ
を
転
機
と
捉

え
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
経
営
の
経
験
を

生
か
し
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
で
生
活
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
役
立
て
る
事
業
創
出
を
支

援
す
る「
株
式
会
社
S
H
I
N
-J
I
G

E
N
」（
シ
ン
ジ
ゲ
ン
）を
翌
月
に
設
立

し
た
。
ア
ト
ウ
ン
時
代
の
仲
間
8
人

も
付
い
て
き
て
く
れ
た
。

　
そ
の
3
カ
月
後
に
は
シ
ン
カ
ー
を

設
立
し
、シ
ン
カ
ー
が
開
発
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
量
産
化
を
シ
ン
ジ

ゲ
ン
が
支
援
す
る
形
で
、新
た
な
挑
戦

を
開
始
し
た
。

妄
想
か
ら
始
ま
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
を
構
想

　
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
指
先
に
搭
載
し

て
い
る
よ
う
な
A
I
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
大
規
模
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に

は
接
続
し
て
い
な
い
た
め「
エ
ッ
ジ
A
Ｉ
」

と
言
わ
れ
、コ
ス
ト
が
安

く
身
近
な
電
子
機
器
に

最
適
だ
。
シ
ン
ジ
ゲ
ン

は
、
学
習
機
能
の
あ
る

エ
ッ
ジ
A
I
で
家
電
や

工
場
設
備
、さ
ら
に
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
不
具
合
の

予
兆
を
検
知
す
る
事
業

も
開
始
し
て
い
る
。

　

藤
本
氏
は「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
核
と
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
企
業
は
妄

想
か
ら
始
ま
る
」と
言
う
。

未
来
社
会
を
構
想
し
、そ

れ
を
起
点
に
逆
算
し
て

考
え
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
思

考
で
、未
来
構
想
に
至
る
ま
で
の
必
要

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
藤
本
氏
は
、そ
の
よ
う
な
発

想
で
、
企
業
の
未
来
構
想
の
創
造
支

援
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
提
供
な
ど
を
し
て

い
る
。
奈
良
女
子
大
学
や
大
阪
工
業

大
学
の
客
員
教
授
も
兼
ね
、次
世
代

の
人
材
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

「
人
が
使
う
」ロ
ボ
ッ
ト
か
ら「
人
と
共

に
存
在
す
る
」人
に
優
し
い
ロ
ボ
ッ
ト

の
世
界
を
構
想
し
、事
業
化
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。�

F

ロボットハンド「Think Hand F」と2次
元カメラによる画像解析を組み合わせ
た「Thinker Model A」。バラ積みピッ
キング用ロボットとして今後の普及が
期待される

ロボットによる未来、スタートアップの可能性を広げるべく、数々の講
演で積極的にメッセージを発信する藤本氏

２次元カメラ

バラ積み部品

Think Hand F

検査治具台
※イメージ図
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株式会社メタジェン
代表取締役社長CEO

福田 真嗣 氏

山形県鶴岡市
株式会社メタジェン

「腸内デザイン®」に基づく
ヘルスケア文化を広め

病気ゼロの未来へ

秘
す
べ
き
も
の
か
ら

「
茶
色
い
宝
石
R」に

　
「
日
々
排
せ
つ
し
て
は
流
さ
れ
て
し
ま
う

便
は
、こ
れ
ま
で
汚
い
も
の
、秘
す
べ
き
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し

そ
の
中
に
は
、腸
内
細
菌
や
彼
ら
が
作
り

出
し
た
代
謝
物
質
と
い
う
私
た
ち
の
健

康
状
態
や
疾
患
発
症
に
大
き
く
影
響
す

る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
近
年
の

研
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
わ

れ
わ
れ
は
便
に
は
宝
石
と
同
じ
ぐ
ら
い

価
値
が
あ
る
、と
い
う
意
味
で
便
の
こ
と

を〝
茶
色
い
宝
石
®
〟と
呼
ん
で
い
ま
す
」

　
開
口
一
番
、イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が
飛
び
出
し
た
が
、腸
内
環
境

の
研
究
者
で
あ
り
、研
究
成
果
を
リ
ア
ル

ワ
ー
ル
ド
と
つ
な
ぐ
株
式
会
社
メ
タ
ジ
ェ

ン
の
経
営
者
で
も
あ
る
福
田
氏
は
至
っ
て

真
剣
だ
。

　
同
社
が
目
指
す
の
は
、「
腸
内
デ
ザ
イ

ン
®
に
よ
る
病
気
ゼ
ロ
の
社
会
」。
医
学
が

こ
こ
ま
で
進
化
し
て
も
な
お
、多
く
の
人
々

が
病
に
伏
す
社
会
で
、そ
ん
な
こ
と
が
実

現
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
医
療
は
病
気
に
な
っ
て
か
ら
受
け
る
、

要
す
る
に
対
症
療
法
で
す
。
し
か
し
当
社

は
、便
の
分
析
に
よ
っ
て
腸
内
環
境
を
知

り
、各
人
に
合
っ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、そ
も
そ
も
病
気
に
か
か

ら
な
い
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

腸
内
環
境
は
身
体
の
内
な
る
外（
口

か
ら
肛
門
ま
で
消
化
管
は
1
本
の
管
で

あ
り
、身
体
の
外
と
つ
な
が
る
体
外
環
境
）

で
あ
る
た
め
、遺
伝
的
・
先
天
的
な
要
因

よ
り
も
、食
生
活
や
生
活
習
慣
な
ど
の
後

天
的
な
環
境
因
子
に
よ
り
形
作
ら
れ
る
。

だ
か
ら
健
康（
正
常
）な
時
の
腸
内
環
境

を
把
握
し
て
い
れ
ば
、良
い
腸
内
環
境
を

維
持
し
た
り
、不
調
時
に
改
善
し
た
り
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、ひ
い
て
は
、病
気

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
も
で
き
る
…
と
い

う
の
が
福
田
氏
の
理
論
だ
。

　
し
か
も
こ
の
病
気
と
は
、が
ん
や
生
活

習
慣
病
と
い
っ
た
身
体
的
な
疾
患
だ
け
で

な
く
、精
神
的
な
病
気
も
含
む
と
い
う
。

脳
と
腸
は
脳
腸
相
関
と
呼
ば
れ
る
つ
な

が
り
を
複
数
の
ル
ー
ト
で
持
っ
て
お
り
、

目
に
は
見
え
な
い
腸
内
細
菌（
腸
内
環
境
）

が
心
身
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
は
、と
て

つ
も
な
く
大
き
い
と
い
う
の
だ
。

腸
内
に
、何
が
ど
の
く
ら
い

あ
る
か
を
解
析
す
る
独
自
技
術

　

で
は
、茶
色
い
宝
石
®
こ
と
便
を
分
析

す
る
こ
と
で
、一
体
ど
ん
な
こ
と
が
分
か
り
、

健
康
維
持
や
病
気
の
予
防
に
寄
与
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
「
人
間
の
腸
内
に
す
む
細
菌
は
、数

百
〜
千
種
類
、数
に
し
て
約
40
兆
個
と
も

見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌
が
腸

管
内
で
び
っ
し
り
と
ま
る
で
お
花
畑
の
よ

う
に
密
集
し
て
い
る
様
子
は
、腸
内
フ
ロ
ー

ラ（
別
名
：
腸
内
細
菌
叢そ

う
）と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。腸
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
便
に
は
、

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
遺
伝
子
や
、彼
ら
が

作
り
出
す
代
謝
物
質
の
情
報
が
詰
ま
っ

て
い
る
の
で
す
」

　
「
ど
ん
な
細
菌
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
」

を
探
る
の
が
メ
タ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
。「
ど
ん
な

山
形
県
鶴
岡
市
。
田
畑
が
広
が
る
の
ど
か
な
景
色
の
中
に
、慶
應
義
塾
大
学
を
中
心
に
、

山
形
県
鶴
岡
市
な
ど
が
連
携
推
進
す
る「
鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」が
あ
る
。
株
式
会
社

メ
タ
ジ
ェ
ン
は
、世
界
が
注
目
す
る
最
先
端
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
と
バ
イ
オ
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
相
次
ぐ
こ
の
地
で
、２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
た
。
腸
内
環
境
の
研
究

者
で
あ
り
、メ
タ
ジ
ェ
ン
の
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ・
福
田
真
嗣
氏
は「
腸
内
環
境
に
合
っ

た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が
あ
た
り
ま
え
の
未
来
」の
実
現
に
向
け
て
、今
日
も
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
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代
謝
物
質
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か（
腸
内

細
菌
が
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
か
）」を

知
る
の
が
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
。そ
し
て
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
統
合
解
析
す
る
バ
イ
オ

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
っ
て
、腸
内
環

境
を
評
価
す
る「
メ
タ
ボ
ロ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
®」

と
い
う
独
自
の
腸
内
環
境
評
価
手
法
が
、

同
社
の
基
盤
技
術
だ
。

　
ま
た
、腸
内
フ
ロ
ー
ラ
に
は
、個
人
の

食
生
活
や
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
そ
の
人

の
タ
イ
プ
が
あ
り
、一
人
一
人
が
持
つ
腸

内
細
菌
の
種
類
や
割
合
は
大
き
く
異
な

る
た
め
、こ
の
違
い
が
、同
じ
食
べ
物
や

薬
を
摂
取
し
て
も
効
果
に「
個
人
差
」が

生
じ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
近

年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
。

　
例
え
ば
最
近
、C
M
な
ど
で「
腸
活
」や

「
腸
内
環
境
に
働
き
か
け
る
」と
う
た
っ
た

商
品
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

消
費
者
は
、体
質
改
善
や
腸
の
機
能
向
上

を
期
待
し
て
そ
れ
ら
を
購
入
す
る
が
、商

品
が
有
効
か
ど
う
か
は
、実
は
自
ら
の
腸

内
環
境
と
の
相
性
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う

わ
け
だ
。

　
「
腸
内
細
菌
は
、人
間
が
小
腸
ま
で
の

器
官
で
消
化
吸
収
で
き
な
い
食
物
繊
維

や
オ
リ
ゴ
糖
を
餌
に
し
て
、短
鎖
脂
肪
酸

を
は
じ
め
と
し
た
代
謝
物
質
を
作
り
出

し
、そ
れ
ら
が
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て
血
液

に
乗
る
こ
と
で
全
身
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

お
通
じ
や
腸
に
関
連
す
る
疾
患
の
み
な

ら
ず
、全
身
の
健
康
状
態
に
腸
内
環
境
が

関
わ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。腸
内
細
菌

が
作
る
物
質
に
よ
っ
て
人
間
が
健
康
に
も

疾
患
に
も
な
り
得
る
と
い
う
、腸
内
細
菌

と
人
間
と
の
間
で
の
共
生
関
係
が
あ
る
の

で
す
。う
ま
く
共
生
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
も
そ
も
自
分
に
は
ど
の
よ
う
な
腸
内
細

菌
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、現
状
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
」

「
腸
内
デ
ザ
イ
ン
R」で

新
た
な
市
場
を
創
出

　
科
学
的
な
根
拠
を
基
に
腸
内
環
境
を

制
御
す
る「
腸
内
デ
ザ
イ
ン
®
」と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
は
、多
く
の
企
業
の
注
目
を
集

め
、現
在
進
行
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開

発
が
続
い
て
い
る
。

　
い
ち
早
く
市
場
に
出
た
例
と
し
て
は
、

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
の
カ
ル
ビ
ー
と
共

同
開
発
し
2
0
2
3
年
に
発
売
さ
れ
た
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Bo

dy 

Grano
la
」が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
商
品
は
、ユ
ー
ザ
ー
が
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
し
て
採
便

→
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
タ
イ
プ（
全
57
タ

イ
プ
）を
検
査
→
ユ
ー
ザ
ー
の
タ
イ
プ
に

合
っ
た
グ
ラ
ノ
ー
ラ
を
定
期
購
入
で
き
る

画
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、健
康
意
識

の
高
い
生
活
者
の
支
持
を
集
め
て
い
る
。

　

加
え
て
、2
0
2
4
年
に
は
明
治
が

同
社
の
開
発
支
援
の
も
と
、腸
内
細
菌

タ
イ
プ
に
合
わ
せ
た
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ

ド
リ
ン
ク
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス「
In

ner 

Gar
den
」も
開
始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、同
社
が
2
0
1
6
年
か
ら
進
め

る「
腸
内
デ
ザ
イ
ン
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
は
、2
0
2
5
年
7
月
現
在
約
40
社
が

参
画
。パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
、食
品
、医
薬
系
、

化
学
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅
広
い
分
野
の
企

業
が
名
を
連
ね
て
お
り
、今
後
も
続
々
と

新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
「
腸
内
デ
ザ
イ
ン
®
が
あ
た
り
ま
え
の

社
会
に
な
る
た
め
に
は
、志
を
共
に
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
共
に
研
究
成
果
を

商
品
と
い
う
形
で
社
会
に
実
装
し
、新
た

な
市
場
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
」と
、福
田
氏
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と

の
連
携
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

研
究
成
果
を
社
会
実
装
す
る

そ
の
舞
台
と
し
て
鶴
岡
へ

　
最
前
線
の
腸
内
環
境
研
究
者
と
経
営
者

を
兼
務
す
る
福
田
氏
に
は
、学
生
時
代
か

ら
変
わ
ら
ぬ
情
熱
が
あ
る
。
そ
れ
は「
研
究

成
果
を
社
会
実
装
し
た
い
」と
い
う
想
い
だ
。

　
「
私
の
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
、

明
治
大
学
農
学
部
で
微
生
物
学
を
学
ん
だ

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
恩
師
か
ら
は『
農
学

と
は
実
学
。自
ら
の
学
び
や
研
究
成
果
を

社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
大
事
だ
』と
教

え
ら
れ
ま
し
た
」と
福
田
氏
は
振
り
返
る
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
、「
論

文
が
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
は
社
会
に
は

届
か
な
い
」と
い
う
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
悩
む
こ
と
に
な
る
。

　
そ
ん
な
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
、慶
應

義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所（
慶
應

先
端
研
）の
前
所
長
で
、2
0
0
1
年
の

鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
開
設
を
け
ん

引
し
た
冨
田
勝
氏
だ
っ
た
。

　
鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
、慶
應
先

端
研
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、最
先
端
の
バ

「腸内デザインR」という独自の発想に多くの企業が注目。さまざまな食品、サプリメント、企業や業種の垣根を越えた事業開発の推進が期待されている

腸内フロ ー ラ検査で判明した、ユ ー
ザーの腸内フローラのタイプ別のグラ
ノーラが定期的に届く

独⾃の腸内環境評価手法

腸内細菌叢の
バランスが分かる

腸内細菌叢の
働きが分かる

得られた情報を統合的に解析する
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イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
が
行
わ
れ
て
お

り
、多
く
の
バ
イ
オ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
誕

生
し
て
い
る
。

　

福
田
氏
が
慶
應
先
端
研
の
主
任
研
究

者
と
し
て
鶴
岡
市
に
移
り
住
ん
だ
の
は

2
0
1
2
年
の
こ
と
。そ
の
3
年
後
、株
式

会
社
メ
タ
ジ
ェ
ン
を
設
立
し
た
。

　
「
先
進
技
術
の
事
業
化
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
し
、成
功
の
確
約
も
な
い
。
で

も
鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に
は
、ま
ず

挑
む
姿
勢
を
評
価
し
、た
と
え
つ
ま
ず
い

て
も『
ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
』と
考
え
て
、次
の

挑
戦
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
気
風
が
あ

る
」と
、福
田
氏
は
語
る
。

　
豊
か
な
自
然
の
中
、最
新
の
研
究
設
備

を
存
分
に
活
用
し
て
腸
内
細
菌
の
研
究

を
続
け
、そ
の
成
果
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
た
せ
る
。
そ
の
資
金
を
も
っ
て
、

さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
と
い
う
大
志
を

胸
に
歩
み
出
し
た
同
社
は
、今
年
10
周
年

の
節
目
を
迎
え
た
。

便
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る

文
化
の
発
信
地
に

　
「
私
が
病
気
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す
の
は
、

誰
よ
り
も
自
分
が
病
気
に
な
り
た
く
な

い
か
ら
で
す
。
病
や
不
調
で
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
な
い
。
私
の
場
合
は
研
究
で
す

が
、こ
ん
な
に
嫌
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

腸
内
環
境
研
究
に
は
、健
康
に
生
き
て

い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
山
ほ
ど
あ
る
。
そ

れ
を
社
会
に
広
め
る
第
一
歩
と
し
て
、便

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
文
化
を
創
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

冒
頭
の「
茶
色
い
宝
石
®
」と
い
う
呼

び
方
も
、新
た
な
市
場
創
出
も
そ
の
一
環
。

さ
ら
に
草
の
根
的
な
活
動
と
し
て
、鶴
岡

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　
「
腸
内
細
菌
っ
て
何
だ
ろ
う
? 

便
か
ら

ど
ん
な
こ
と
が
分
か
る
ん
だ
ろ
う
と
学
ぶ

機
会
を
つ
く
っ
て
、便
や
腸
内
細
菌
が
人

間
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
も
の
だ
と
理

解
し
て
も
ら
え
た
ら
、子
ど
も
た
ち
の
排

便
に
対
す
る
恥
ず
か
し
さ
の
解
消
に
も

つ
な
が
る
。
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る
頃

に
は
、鶴
岡
は
健
康
な
人
で
い
っ
ぱ
い
の

町
に
な
る
で
し
ょ
う
。
当
社
が
目
指
す
病

気
ゼ
ロ
社
会
を
鶴
岡
か
ら
実
現
す
る
こ

と
が
、こ
れ
ま
で
支
援
い
た
だ
い
た
鶴
岡

市
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
、福
田
氏
は
意
欲
的
だ
。

病
気
ゼ
ロ
の
社
会
を
目
指
し
て

広
が
る
事
業
領
域

　
同
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、腸
内
細

菌
叢
を
用
い
た
医
療
・
創
薬
事
業
を
行

う
メ
タ
ジ
ェ
ン
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス

で
は
、健
康
な
人
か
ら
便
を
提
供
し
て

も
ら
う「
つ
る
お
か
献
便
ル
ー
ム
」の
開

設
を
行
っ
た
。

　

検
便
で
は
な
く「
献
便
」と
い
う
命
名

は
、輸
血
が
多
く
の
命
を
救
う
よ
う
に
、

健
康
な
人
の
便（
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
）を
大

腸
内
視
鏡
で
患
者
さ
ん
の
大
腸
内
に
移

植
す
る
腸
内
細
菌
叢
移
植
療
法（
F
M

T
）や
、腸
内
細
菌
を
薬
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、潰
瘍
性
大
腸
炎
を
は
じ
め

と
し
た
難
病
を
治
療
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

　
こ
の
献
便
の
画
期
的
な
と
こ
ろ
は
、

便
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
に
献
便
協
力
金

が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
点
だ
。
良
い
便

に
は
価
値
が
あ
る
。
良
い
便
は
利
益
を

生
む
。
そ
れ
を
実
証
す
る
場
で
も
あ
る

の
だ
。

　
現
在
の
医
療
の
多
く
は
、病
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
か
ら
始
ま
る
が
、メ
タ
ジ
ェ

ン
が
提
唱
す
る
の
は
、健
康
な
と
き
に

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査
を
し
て
自
分
の
良

い
腸
内
環
境
を
知
り
、そ
の
状
態
を
維

持
す
る
、い
わ
ば
健
康
→
未
病
→
病
気

の
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
ろ
う
と
い
う
方
法

だ
。

　
「
で
も
、い
ず
れ
病
気
に
な
っ
た
と
き

の
た
め
に
、健
康
な
今
、数
万
円
か
け
て

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査
を
し
よ
う
と
考
え

る
人
は
、現
実
に
は
少
な
い
。で
す
が
、

最
初
の
入
口
と
し
て
便
に
金
銭
的
な
価

値
を
付
け
る
こ
と
で
、ド
ナ
ー
に
な
ろ

う
と
す
る
人
が
増
え
、結
果
的
に
健
康

に
な
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

腸
内
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、病
に
苦
し
む
人
が
い
な
い
社

会
を
実
現
で
き
る
。そ
ん
な
未
来
へ
の

鍵
が
、日
々
排
せ
つ
し
て
い
る
茶
色
い

宝
石
®
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、メ
タ
ジ
ェ
ン
は
鶴
岡
で
証
明
し
よ

う
と
し
て
い
る
。�

F

田園風景の中に広がる、鶴岡サイエンスパーク。研究棟には最新の分析機器がずらりと並ぶ。世界有数のバイオ研究施設であると同時に、研究成果
を活用した事業推進で、地域の活性化拠点ともなっている

鶴岡サイエンスパーク内に開設された「つるおか献便ルーム」。鶴岡市を含む庄
内地方在住の腸内細菌ドナーが便を提供するための国内初の専用施設となる
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宇
宙
イ
ン
フ
ラ
は
す
で
に

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
に

 　
2
0
4
0
年
代
に
は
、
月
面
に
人

が
住
む
ま
ち
が
で
き
る
。
￨
￨
ま
る

で
S
F
映
画
の
よ
う
な
話
に
聞
こ
え

る
が
、2
0
4
0
年
と
い
う
の
は
今
か

ら
た
っ
た
15
年
後
だ
。

　
「
決
し
て
夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、宇
宙
イ
ン
フ
ラ

は
す
で
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
。
現
に
通
信
衛
星
や
気

象
衛
星
な
し
で
、私
た
ち
の
生
活
は
成

り
立
た
な
い
で
し
ょ
う
?
」と
、株
式

会
社
isp
ace
の
代
表
取
締
役
C
E

O
&
Foun
der
で
あ
る
袴
田
武
史

氏
は
朗
ら
か
な
表
情
を
見
せ
る
。

　
同
社
は「
人
類
の
生
活
圏
を
宇
宙
に
広

げ
、持
続
性
の
あ
る
世
界
へ
」を
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
。

　

1
9
6
9
年
、人
類
初
の
月
面
着
陸
に

成
功
し
た
ア
ポ
ロ
計
画
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、か
つ
て
宇
宙
開
発
は
国
家
が
推
進

す
る
事
業
だ
っ
た
。し
か
し
近
年
で
は
各

国
の
宇
宙
機
関
と
民
間
企
業
が
連
携
す

る
こ
と
で
技
術
力
・
資
金
力
を
強
化
し
、

開
発
を
加
速
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
以
前
は
民
間
が
宇
宙
開
発
に
関
わ

る
方
法
と
い
う
と
、仕
様
書
に
沿
っ
た

部
品
を
製
造
す
る
と
い
う
よ
う
な
、い

わ
ば
外
注
的
な
も
の
で
し
た
。し
か
し

N
A
S
A
が
発
表
し
た
ア
ル
テ
ミ
ス
計

画
※
に
日
本
が
参
画
し
た
2
0
2
0
年

頃
か
ら
は
、例
え
ば『
A
地
点
か
ら
B
地

点
に
到
達
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
や
技
術
』

を
募
り
、民
間
へ
委
託
す
る
タ
ス
ク
オ
ー

ダ
ー
型
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
」

　

そ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
宇
宙
開
発

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
や
資
源
が

生
む
、大
き
な
市
場
創
出
の
可
能
性
が

あ
る
。同
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
例
に
と
る
と
、

最
終
的
な
目
標
は
月
面
開
発
拠
点（
人
間

が
常
住
で
き
る
ま
ち
）の
設
立
だ
が
、そ

の
た
め
に
は
地
球
か
ら
定
期
的
に
物
資

を
輸
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、水
を
は
じ

め
と
す
る
月
面
の
資
源
を
採
取
し
、エ

ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
と
い
っ
た
事
業
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

併
せ
て
、同
社
の
デ
ー
タ
・
技
術
を
、

こ
れ
か
ら
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
進
出
し
よ

う
と
考
え
る
企
業
に
提
供
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
賛
費
な
ど
が
、現
在
の

同
社
の
収
益
の
柱
だ
。

S
F
映
画
で
抱
い
た

宇
宙
へ
の
憧
れ
を
胸
に

　
こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
も
注
目
を
集

め
る
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
な
っ
た

同
社
に
は
、前
身
が
あ
る
。

　
2
0
0
7
年
、ア
メ
リ
カ
の
非
営
利
団

体
が
グ
ー
グ
ル
の
資
金
提
供
に
よ
り
、民

間
初
の
月
面
無
人
探
査
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト（
グ
ー
グ
ル
・
ル
ナ
・
エ
ッ
ク
ス
プ
ラ

イ
ズ
。略
称
G
L
X
P
）を
行
う
と
発
表
。

世
界
中
の
技
術
者
な
ど
が
、低
予
算
で
月

ま
で
到
達
で
き
る
機
種
を
開
発
し
、そ
の

技
術
を
競
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
た

ホ
ワ
イ
ト
レ
ー
ベ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
オ

ラ
ン
ダ
の
チ
ー
ム
が
、月
面
探
査
車
の
開

「
月
面
に
千
人
が
住
む
ま
ち
を
つ
く
る
」。そ
ん
な
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
、

宇
宙
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
株
式
会
社
isp
ace
。
今
年

6
月
6
日
に
は
ア
ジ
ア
初
の
民
間
企
業
に
よ
る
月
面
着
陸
に
ト
ラ
イ
し
、現
在
、

解
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
&
Foun
der
・
袴
田
武

史
氏
は
、少
年
時
代
に
夢
見
た
ロ
マ
ン
溢
れ
る
未
来
を
目
指
し
、他
に
類
の
な

い
高
難
易
度
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
み
続
け
る
。

※米国主導の国際協力体制のもとで、アポロ計画以来の月面への有人着陸および長期滞在を通した持続的な
　月探査を目的としたプログラムの総体のこと。 出典：宇宙航空研究開発機構（JAXA）

東京都中央区
株式会社ispace

株式会社ispace
代表取締役CEO & Founder

袴田 武史 氏

15年後、月には人が住む
地球と月を結ぶ

宇宙経済圏創造への挑戦

-
 S

p
ecial R

ep
o

rt -

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
紡
ぐ
物
語 

～
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
が
未
来
を
創
る
～

C
a

se 4



2025.7 18

発
を
東
北
大
学
・
吉
田
和
哉
教
授
に
委

託
。
当
時
、
外
資
系
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー

ム
に
勤
め
て
い
た
袴
田
氏
が
、
縁
あ
っ

て
日
本
で
の
資
金
集
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

2
0
1
0
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
私
が
宇
宙
に
関
心
を
持
っ
た
き
っ

か
け
は
、幼
い
頃
見
た
映
画『
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
』で
す
。
そ
の
後
、紆
余
曲
折

は
あ
り
ま
し
た
が
、宇
宙
へ
の
憧
れ
は

や
ま
ず
、最
終
的
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科

大
学
大
学
院
で
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム

の
概
念
設
計
を
学
び
、修
士
号
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
帰
国
後
に
外
資

系
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
入
社
し
た
理

由
は
、優
秀
な
宇
宙
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
多

い
が
、資
金
面
・
経
営
面
を
考
え
ら
れ
る

人
材
は
少
な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
」

　
か
く
し
て
、少
年
時
代
か
ら
憧
れ
た

宇
宙
へ
の
挑
戦
に
胸
躍
ら
せ
な
が
ら
、本

業
の
傍
ら
、ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走

す
る
日
々
が
始
ま
る
。
し
か
し
当
然
な

が
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
だ
け
で
の
資

金
調
達
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。継
続
的

に
活
動
し
て
い
く
た
め
に
も
会
社
化
す

べ
き
で
は
…
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、

2
0
1
0
年
に
合
同
会
社
ホ
ワ
イ
ト

レ
ー
ベ
ル
ス
ペ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン（
略
称

Ｗ
Ｌ
Ｓ
Ｊ
）が
誕
生
。
技
術
知
識
と
経
営

感
覚
を
兼
ね
備
え
た
袴
田
氏
が
代
表
に

就
任
し
た
。

挫
折
か
ら
始
ま
っ
た

本
気
で
宇
宙
を
目
指
す
人
生

 　

新
会
社
設
立
に
よ
り
、G
L
X
P
に

は
日
欧
共
同
チ
ー
ム
と
し
て
挑
む
こ

と
と
な
り
、日
本
側
が
月
面
探
査
車
、

オ
ラ
ン
ダ
側
が
月
着
陸
船
の
開
発
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、そ

の
道
の
り
は
苦
難
の
連
続
で
、2
0

1
2
年
に
は
月
着
陸
船
を
開
発
し
て

い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
チ
ー
ム
が
、資
金
難

を
理
由
に
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
撤
退
し

て
し
ま
う
。

　
「
当
初
、日
欧
で
5
千
万
ユ
ー
ロ
の

計
画
だ
っ
た
の
に
、い
き
な
り
は
し
ご

を
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
…
そ
の
時
点

で
日
本
チ
ー
ム
が
調
達
で
き
る
資
金

は
10
億
円
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
諦
め
た
く
な
い
と
、10
億
円

で
実
現
で
き
る
方
法
を
必
死
に
模
索

し
ま
し
た
」

　
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
コ
ス
ト
は

積
載
重
量
に
比
例
し
て
増
す
た
め
、

Ｗ
L
Ｓ
Ｊ
は
ま
ず
月
面
探
査
車
の
徹

底
し
た
軽
量
化
を
図
る
。並
行
し
て
、

月
面
探
査
車
を
運
ぶ
月
着
陸
船
を
担

当
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
と

い
っ
た
対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
、袴
田

氏
は
本
気
で
宇
宙
開
発
事
業
に
の
め

り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
大
学
院
で
専
攻
し
た
概
念
設
計
は
、

シ
ン
プ
ル
に
言
う
と
、ど
う
す
れ
ば
目

標
達
成
で
き
る
か
を
考
え
抜
く
学
問
。

そ
し
て
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー
ム
で
、大
き

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
動
か
す
た
め
の
資
金

計
画
や
、経
営
感
覚
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
宇
宙
工
学
と
経
済
、ど
ち
ら
の
知
見
も

あ
っ
た
か
ら
、G
L
X
P
を
諦
め
ず
に
済

ん
で
、今
で
も
わ
く
わ
く
と
宇
宙
を
目
指

し
て
い
ら
れ
る
ん
で
す
」と
語
る
表
情
が
、

S
F
映
画
に
熱
中
し
た
少
年
時
代
を
思

わ
せ
る
。

　
か
く
し
て
退
路
を
断
つ
よ
う
に
、2
0

1
3
年
に
外
資
系
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー
ム

を
退
職
し
た
袴
田
氏
は
、Ｗ
Ｌ
Ｓ
Ｊ
か

ら
改
組
し
た
株
式
会
社
isp
ace

の
代
表
と
し
て
チ
ー
ム「
H
A
K
U
T
O

（
白
兎
）」を
率
い
、
今
度
は
日
本
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
改
め
て
G
L
X
P
に
参

戦
す
る
。

　

2
0
1
5
年
に
は
、月
面
着
陸
後
に

月
面
探
査
車
を
5
0
0
メ
ー
ト
ル
移
動

す
る
技
術
を
実
証
し
、50
万
ド
ル
の
賞

金
を
獲
得
し
た
。

　
「
G
L
X
P
で
わ
れ
わ
れ
が
受
賞
し
た

の
は
、優
勝
に
あ
た
る
月
面
無
人
探
査

と
い
う
課
題
の
ク
リ
ア
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
に
至
る
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
技
術

の
一
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
を
、『
な
ん
だ
失
敗
じ
ゃ
な
い
か
』

と
解
釈
す
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。で
も

全
て
の
目
標
は
、マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
た

ど
っ
た
先
に
あ
る
。
途
中
ま
で
で
も
、行

け
ば
必
ず
得
る
も
の
が
あ
り
、次
の
ス

テ
ッ
プ
の
糧
に
な
る
の
で
す
」

　

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
て
コ
ン

テ
ス
ト
に
臨
み
、評
価
を
得
た
こ
と
で
、

同
社
は
徐
々
に
日
本
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

を
先
導
す
る
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

し
て
名
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
に
向
け

ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
果
敢
に

 　

同
社
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

G
L
X
P
は
、勝
者
不
在
の
ま
ま
2
0

1
8
年
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

同
社
が
打
ち
出
し
た
の
が
、人
類
の
生

活
圏
を
宇
宙
に
広
げ
、持
続
性
の
あ
る

世
界
を
目
指
す「
Moon 

Va
l
ley

（
ム
ー
ン
バ
レ
ー
）2
0
4
0
構
想
」だ
。

2020年に日本橋に開設されたHAKUTO-Rミッションコン
トロールセンター

GLXP中間賞を受賞し、50万ドルを獲得した「HAKUTO」
プロジェクトの月面探査車

©ispace ©ispace
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「
2
0
4
0
年
代
に
は
、千
人
が
月
で

暮
ら
す
ま
ち
・
ム
ー
ン
バ
レ
ー
が
建
設
さ

れ
、年
間
1
万
人
の
人
々
が
地
球
と
月
を

行
き
来
す
る
よ
う
に
な
る
。そ
こ
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
数

多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
」

　
2
0
2
2
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た

最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、世
界
初
と

な
る
民
間
の
月
着
陸
船
で
の
月
面
着
陸

を
目
指
し
た
。
こ
の
時
は
約
4
カ
月
半

の
航
行
に
耐
え
て
月
軌
道
に
は
到
着
し

た
も
の
の
、
月
面
へ
の
軟
着
陸
は
成
功

に
至
ら
ず
、月
着
陸
船
と
の
通
信
が
途

切
れ
て
し
ま
う
。

　
だ
が
同
社
の
観
点
で
は
こ
れ
は
単

な
る
失
敗
で
は
な
い
。こ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
計
画
し
て
い
た
課
題
の
8
割
は

ク
リ
ア
で
き
て
お
り
、次
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
臨
む
た
め
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
で

き
た
か
ら
だ
。

　
「
Ｗ
Ｌ
Ｓ
Ｊ
時
代
は
月
面
探
査
車
だ

け
を
担
当
し
て
い
た
た
め
に
計
画
が

頓
挫
し
か
け
ま
し
た
が
、現
在
は
月
着

陸
船
も
自
社
で
手
掛
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。コ
ス
ト
を
削
減
し
て

打
ち
上
げ
回
数
を
増
や
す
た
め
に
も
、

月
着
陸
船
と
月
面
探
査
車
の
小
型
化・

軽
量
化
は
不
可
欠
で
す
し
、最
初
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
、改
善
す
べ

き
点
も
分
か
り
ま
し
た
」

　
進
化
す
る
た
め
、失
敗
を
恐
れ
ず
、

何
度
で
も
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り

返
す
。
し
か
し
、や
り
方
に
固
執
し
な

い
で
臨
機
応
変
に
変
え
て
い
く
。「
諦

め
た
ら
そ
こ
で
試
合
終
了
で
す
か
ら

ね
」と
、袴
田
氏
は
愛
読
す
る
漫
画
の

名
言
を
引
い
た
。

 

あ
ら
ゆ
る
企
業
が
参
画
で
き
る

地
球
と
月
を
つ
な
ぐ
経
済
圏

 　
そ
ん
な
袴
田
氏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も

触
発
さ
れ
て
か
、同
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

賛
同
・
参
画
す
る
企
業
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。金
融
、保
険
、建
設
、製
造
、食

品
な
ど
、そ
の
業
種
は
実
に
幅
広
い
。

　
「
月
に
住
む
、イ
コ
ー
ル
月
面
に
地
球

と
同
じ
イ
ン
フ
ラ
を
再
現
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、ど
ん
な
分
野
の
企
業

に
も
参
画
の
余
地
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、地
球
か
ら
月
、月

か
ら
地
球
へ
と
物
資
を
運
ぶ
、も
の
づ

く
り
を
す
る
、生
命
を
維
持
す
る
と
い
っ

た
宇
宙
開
発
計
画
の
基
礎
と
な
る
デ
ー

タ
を
提
供
し
、よ
り
高
頻
度
・
低
価
格

で
の
物
資
輸
送
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
が
、当
社

の
使
命
で
す
」

　

月
で
の
生
活
・ビ
ジ
ネ
ス
を
実
現
す

る
に
は
、当
然
地
球
側
に
も
、そ
れ
を
支

え
る
人
や
企
業
が
必
要
に
な
る
。
同
社

は
現
在
、日
本
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
同
社
の
拠
点
を
開
設

し
て
お
り
、地
球
と
月
を
結
ぶ
巨
大
な

経
済
圏
創
出
に
か
か
る
世
界
的
な
注

目
度
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
2
0
4
0
年
ま
で
、あ
と
15
年
と
な
っ

た
２
０
２
５
年
６
月
、同
社
は
最
初
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
な
し
得
な
か
っ
た
月
面

着
陸
と
、搭
載
し
た
月
面
探
査
車
に
よ
る

月
面
探
査
を
目
的
と
し
た
次
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
挑
ん
だ
。

　

２
０
２
5
年
1
月
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
2
機
目
の
月
着
陸
船
は
、6
月

6
日
未
明
に
月
面
へ
の
着
陸
を
開
始
。

高
度
約
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら

約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
惰
性
降
下

し
た
後
、主
エ
ン
ジ
ン
を
噴
射
し
て
減

速
を
始
め
た
。
経
過
は
順
調
で
、高
度

が
約
１
９
２
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、月
着

陸
船
が
月
面
に
対
し
垂
直
に
な
っ
た
こ

と
ま
で
は
確
認
さ
れ
た
が
、そ
の
後
、通

信
が
途
絶
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
月
面
着
陸
の
様

子
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
て
お
り
、
世
界

中
が
固か

た
唾ず

を
の
ん
で
月
着
陸
船
の
行

方
を
見
守
っ
た
。し
か
し
、そ
の
後
の
記

者
会
見
で
は「
月
面
ま
で
の
距
離
を
測

る
セ
ン
サ
ー
に
異
常
が
発
生
し
、減
速

し
き
れ
ず
月
面
に
衝
突
し
た
可
能
性
が

高
い
」と
発
表
さ
れ
、成
功
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、今
後
進
め
ら
れ
る
解
析

は
、２
０
２
７
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る

3
度
目
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
生
か
さ
れ

る
は
ず
だ
。

　

科
学
の
歩
み
と
は
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

の
歴
史
。
日
本
、そ
し
て
世
界
に
お
い

て
宇
宙
開
発
を
先
導
す
る
存
在
と
し

て
、同
社
が
月
に
挑
み
続
け
る
限
り
、

わ
れ
わ
れ
は
今
こ
の
瞬
間
も
、ム
ー
ン

バ
レ
ー
へ
と
至
る
道
の
途
上
に
い
る

の
だ
。�

F

「Moon Valley（ムーンバレー）2０４０構想」では数多くのミッションが計画されている。2025年6月に行ったミッションまで
が開発フェーズ、それ以降が商用化フェーズとなる

当社が公表しているミッションスケジュール（1）

2025年6月のミッションでアジア初の民間企業による月面
着陸・探査を目指した、同社の月着陸船（左）と月面探査車（右）

（1）2025/5/9時点。上記は現在想定しているミッション
及びスケジュールであり、変更となる可能性があります ©ispace©ispace
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
先

法
人
の
17・
９
％
が
外
国
人
を
雇
用

　
当
研
究
所
は
中
小
企
業
や
農
林
水
産
業

者
に
お
け
る
外
国
人（
特
別
永
住
者
を
除
く
）

の
雇
用
の
実
態
を
探
る
た
め
、
２
０
２
４
年

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て「
中
小
企
業
等
に

お
け
る
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
以
下
、ア
ン
ケ
ー
ト
）を
実
施
し
た
。

　
調
査
対
象
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民

生
活
事
業
、中
小
企
業
事
業
、農
林
水
産
事

業
の
融
資
先
の
う
ち
、２
０
１
９
年
以
前
に

創
業
し
た
法
人
１
万
６
千
社
で
あ
る
。こ
の

う
ち
、３
９
４
８
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
属
性
を
確
認

す
る
と
、業
種
で
は「
建
設
業
」が
19・
９
％

と
割
合
が
最
も
高
く
、
以
下「
製
造
業
」

（
19・
７
％
）、「
サ
ー
ビ
ス
業
」（
13・
５
％
）な

ど
と
な
っ
た
。
経
営
者
本
人
を
含
む
従
業
者

数
の
平
均
は
26
・４
人
で
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
外
国
人
従
業
員
を
、
経

営
者
を
除
く
役
員
、正
社
員
、非
正
社
員（
契

約
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
）、技
能
実

習
生
、そ
の
他（
海
外
拠
点
の
社
員
、派
遣
社

員
）に
分
類
し
た
。
ま
た
、技
能
実
習
１
号
・

２
号
・３
号
い
ず
れ
か
の
在
留
資
格
で
働
く

外
国
人
は
正
社
員
・
非
正
社
員
の
別
に
か
か

わ
ら
ず
技
能
実
習
生
と
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
う
ち
、調
査
時

点
に
お
い
て
外
国
人
従
業
員
が「
い
る
」企

業（
以
下
、「
外
国
人
雇
用
企
業
」と
い
う
）

の
割
合
は
17・
９
％
と
な
っ
た
。
従
業
者
規

模
別
に
見
る
と
、「
１
～
19
人
」は
８・４
％
、

「
20
～
49
人
」は
31・
７
％
、「
50
人
以
上
」は

46・
２
％
と
、
従
業
者
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

※  総務省「平成21年経済センサス―基礎調査」および総務省・経済産業省「令和３年経済センサス活動調査」
の全事業所数（事業内容等不詳を除く）に占める、厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ」にお
ける外国人（在留資格が外交、公用である者と特別永住者は含まない）を雇用している事業所数の割合。

中小企業や農林水産業者の外国人雇用の最前線
日本政策金融公庫総合研究所　主任研究員　西山 聡志

研究員　原澤 大地

外国人従業員がフロントや館内案内を行う
株式会社滝の湯ホテル（山形県天童市）

長ネギを荷台に積む外国人従業員
GREEN GIFT株式会社（千葉県山武郡横芝光町）

検査を任される外国人従業員
株式会社水登社（兵庫県神戸市）

外国人の運転免許取得をサポート
株式会社KDS熊本ドライビングスクール（熊本県熊本市）

Topics

近
年
、外
国
人
を
雇
用
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
国
内
の
全
事
業
所
に
占

め
る
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
の
割
合
は
、2
0
0
9
年
に
1・6
%
で

あ
っ
た
が
、2
0
2
1
年
に
は
5・4
%
と
な
っ
て
い
る
※
。人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、外
国
人
雇
用
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、中
小
企
業
や
農
林
水
産
業
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

概
要
と
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
、外
国
人
の

採
用
や
育
成
、定
着
に
関
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
く
。
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高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
業
種
別
に
見
る
と
、

「
宿
泊
業
」が
52
・
０
％
と
最
も
高
く
、以
下

「
農
林
漁
業
」（
35
・
９
％
）、「
製
造
業
」（
31・

８
％
）が
続
い
て
い
る
。

外
国
人
雇
用
企
業
の
66
・
５
％
が

「
人
手
が
足
り
な
い
か
ら
」外
国
人
を
雇
用

　
こ
こ
か
ら
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
、
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
中
小
企
業

や
農
林
水
産
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

を
交
え
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
理
由
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
人
手
が
足
り
な
い
か
ら
」と
回
答
し

た
企
業
の
割
合
が
66・
５
％
と
最
も
高
い
。

２
番
目
は「
能
力
・
人
物
本
位
で
採
用
し
た

ら
外
国
人
だ
っ
た
か
ら
」（
11・４
％
）で
、「
外

国
人
の
方
が
利
点
が
多
い
か
ら
」（
６・８
％
）、

「
外
国
人
な
ら
で
は
の
能
力
が
必
要
だ
か
ら
」

（
６
・１
％
）な
ど
が
続
く
。

　

外
国
人
を
採
用
す
る
際
に
行
っ
て
い
る
工

夫
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、何
ら
か
の「
工
夫
を
し

て
い
る
」企
業
が
61
・
９
％
と
な
っ
た
。
具
体

的
に
は
、「
賃
金
水
準
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
」

が
28
・
７
％
と
最
も
高
く
、以
下「
福
利
厚
生

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
」（
23・
２
％
）、「
自
社

の
技
術
力
や
成
長
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
」

（
19
・
６
％
）、「
取
得
で
き
る
ス
キ
ル
や
知
識

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
」（
17・
４
％
）な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
待
遇
面
だ
け
で
な
く
、そ
の
企

業
で
働
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
成
長
や
働
き
が

い
を
伝
え
て
い
る
企
業
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
説
明
会
や
面
接

を
行
っ
て
い
る
」（
15
・
３
％
）企
業
や「
海
外

に
行
っ
て
説
明
会
や
面
接
を
行
っ
て
い
る
」

（
10・
４
％
）企
業
も
あ
る
。
山
形
県
天
童
市

の
株
式
会
社
滝
の
湯
ホ
テ
ル（
従
業
員
数
90

人・
う
ち
外
国
人
５
人
）で
は
、
経
営
者
が
海

外
に
出
向
き
、
採
用
面
接
す
る
だ
け
で
な
く
、

採
用
予
定
者
の
家
族
と
も
面
会
し
て
い
る
。

家
族
の
一
員
が
日
本
で
働
く
こ
と
に
対
す
る

不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
と
い
う
。

外
国
人
雇
用
企
業
の
47・
１
％
が

外
国
人
従
業
員
の
日
本
語
学
習
を
支
援

　

外
国
人
に
活
躍
し
て
も
ら
う
に
は
、採
用

後
の
育
成
も
大
切
で
あ
る
。
と
り
わ
け
外
国

人
従
業
員
の
日
本
語
能
力
を
い
か
に
高
め

る
か
は
、重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
あ
る
。

　
日
本
語
学
習
の
支
援
状
況
を
見
る
と
、
何

ら
か
の「
支
援
を
し
て
い
る
」企
業
の
割
合
は

47・
１
％
と
な
っ
た（
表-

１
）。支
援
の
内
容

を
具
体
的
に
見
る
と
、「
仕
事
で
使
用
す
る

日
本
語
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
従
業
員
が

行
っ
て
い
る
」（
20・
６
％
）、「
日
常
生
活
で

使
用
す
る
日
本
語
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

従
業
員
が
行
っ
て
い
る
」（
15・
６
％
）、「
日

本
語
能
力
に
関
係
す
る
検
定
・
資
格
取
得

者
に
手
当
や
報
酬
を
与
え
て
い
る
」（
12
・

５
％
）な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
教
育

の
専
門
家
で
は
な
い
自
社
の
従
業
員
が
講

師
を
し
た
り
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
充
実
さ

せ
て
外
国
人
従
業
員
の
自
発
的
な
学
習
を

促
し
た
り
と
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
見
て
と

れ
る
。
外
国
人
雇
用
は
各
社
の
経
営
判
断
と

は
い
え
、
日
本
語
学
習
の
支
援
に
関
す
る
企

業
負
担
は
小
さ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

外
国
人
雇
用
企
業
の
75・６
％
が

外
国
人
従
業
員
の
生
活
を
支
援

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、外
国
人
雇

用
企
業
は
外
国
人
の
採
用
や
育
成
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
さ

ら
に
外
国
人
の
定
着
を
図
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
外
国
人
従
業
員
と
日
本
人
従
業

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
仕
事
を

進
め
や
す
く
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、外
国

表 -1　外国人従業員に対する日本語学習の支援状況（複数回答）
（単位：％）

（回答数=686）

割合

支援をしている 47.1 

仕事で使用する日本語についての勉強会を従業員が行っている 20.6 

日常生活で使用する日本語についての勉強会を従業員が行っている 15.6 

日本語能力に関係する検定・資格取得者に手当や報酬を与えている 12.5 

地域で開催されている無料の日本語教室への参加を促している 9.5 

日常生活で使用する日本語についての勉強会を
外部講師に依頼して行っている

8.0 

仕事で使用する日本語についての勉強会を
外部講師に依頼して行っている

6.7 

日本語学校や通信教育、参考書などの費用を全部負担している 4.8 

日本語学校や通信教育、参考書などの費用を一部負担している 4.4 

日本語学習用の教材や資料を自社で作成している 4.1 

その他 2.2 

特に支援していない 52.9 

資料：日本政策金融公庫総合研究所「中小企業等における外国人雇用に関するアンケート」
　　（2024年9 ～10月）（以下同じ）
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人
従
業
員
の
孤
立
を
防
ぐ
上
で
も
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
外
国
人
雇
用
企
業
の
う
ち
、外
国

人
従
業
員
と
日
本
人
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が 「
と
れ
て
い
る
と
思
う
」と

回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
72・
７
％
、「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」は
21・
３
％
、「
と
れ
て

い
な
い
と
思
う
」は
４・
０
％
、「
日
本
人
従
業

員
は
い
な
い
」は
２
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
従
業
員
と
日
本
人
従
業
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
取
組

み
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の「
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
」企
業
の
割
合
は
77・
７
％

と
な
っ
た
。

　

具
体
的
な
取
組
み
を
見
る
と
、「
わ
か
り

や
す
い
日
本
語
を
使
う
よ
う
日
本
人
従
業

員
に
指
示
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
が
50・
８
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

次
い
で「
新
年
会
や
旅
行
な
ど
、外
国
人
従
業

員
と
日
本
人
従
業
員
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
る
」（
47・
５
％
）、「
自
動

翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
る
」

（
26
・
２
％
）、「
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

Ｍ
ｉ
ｃ
ｒｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍｓ
な
ど
）を

活
用
し
て
い
る
」（
20・
８
％
）な
ど
が
続
い

て
い
る
。

　

建
設
機
械
部
品
を
製
造
す
る
兵
庫
県
神
戸

市
の
株
式
会
社
水
登
社（
従
業
者
数
２
０
３
人・

う
ち
外
国
人
41
人
）は
講
師
を
招
き
、日●

本●

人●

従
業
員
向
け
に
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
講

座
を
開
い
て
い
る
。日
本
語
を
テ
キ
ス
ト
や
学

校
で
学
ん
で
き
た
外
国
人
従
業
員
に
と
っ

て
、
擬
音
や
方
言
は
理
解
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
こ
う
し
た
点
を
日
本
人
従
業
員
に
意
識

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

外
国
人
は
日
本
で
の
生
活
に
不
安
を
抱

く
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。そ
こ
で
外
国
人
従

業
員
に
対
す
る
生
活
に
関
す
る
支
援
や
工
夫

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の「
支
援
や
工
夫

を
行
っ
て
い
る
」企
業
の
割
合
が
75・
６
％

と
な
っ
た（
表-

２
）。
具
体
的
に
は
、「
社
宅

や
寮
、
借
り
上
げ
住
宅
を
提
供
し
て
い
る
」

（
55
・
８
％
）、「
家
具
や
家
電
を
貸
与
ま
た
は

譲
渡
し
て
い
る
」（
52
・
３
％
）、「
家
賃
を
全

部
ま
た
は
一
部
負
担
し
て
い
る
」（
40・
１
％
）

な
ど
、
住
居
関
連
の
施
策
を
挙
げ
る
企
業
が

多
い
。

　

熊
本
県
熊
本
市
で
自
動
車
学
校
を
営
む

株
式
会
社
Ｋ
Ｄ
Ｓ
熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル（
従
業
者
数
61
人
・
う
ち
外
国
人
５

人
）で
は
、
外
国
人
が
単
独
で
住
ま
い
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
を
知
り
、会
社
が

物
件
を
探
し
、敷
金
や
礼
金
な
ど
入
居
に
係

る
初
期
費
用
も
負
担
し
て
い
る
。

　

そ
の
他「
生
活
に
関
す
る
相
談
員
や
窓
口

を
置
い
て
い
る
」（
23
・
６
％
）と
い
っ
た
、外

国
人
が
生
活
す
る
上
で
の
悩
み
に
応
え
る
態

勢
を
整
え
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　

千
葉
県
山
武
郡
横
芝
光
町
で
長
ネ
ギ
を

生
産
す
る
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
株
式
会

社（
従
業
者
数
21
人・
う
ち
外
国
人
10
人
）

は
、
公
共
の
交
通
手
段
が
少
な
い
地
域
に
立

地
し
て
い
る
た
め
、
外
国
人
従
業
員
が
自
由

に
使
え
る
自
動
車
を
用
意
し
、運
転
免
許
の

取
得
も
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
外
国

人
従
業
員
が
休
日
に
外
出
し
や
す
く
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、外
国
人
雇
用
企
業
は
仕

事
以
外
の
時
間
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、企
業

努
力
に
よ
っ
て
外
国
人
従
業
員
の
不
安
を

和
ら
げ
た
り
、不
満
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

し
た
り
し
て
い
る
。

外
国
人
雇
用
企
業
の
76・０
％
が

外
国
人
雇
用
に
当
た
り
何
ら
か
の

「
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」

　
こ
こ
か
ら
は
外
国
人
雇
用
の
評
価
や
課

題
な
ど
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

表 -2　外国人従業員の生活に関する支援や工夫（複数回答）
（単位：％）

（回答数=685）

割合

支援や工夫を行っている 75.6 

住
居
関
連

社宅や寮、借り上げ住宅を提供している 55.8 

家具や家電を貸与または譲渡している 52.3 

家賃を全部または一部負担している 40.1 

生
活
関
連

生活に関する情報（行政サービスの利用方法や
生活必需品の購入方法など）を提供している

28.5 

生活に関する相談員や窓口を置いている 23.6 

外国人従業員の外出時に送迎を行っている 15.3 

そ
の
他

帰国費用を全部または一部負担している 27.6 

外国人従業員の文化や宗教に合わせた対応
（食事面の配慮や礼拝室の設置など）をしている

12.0 

その他 1.3 

特に支援や工夫は行っていない 24.4 

Topics
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外
国
人
雇
用
に
関
す
る
満
足
度
を
経
営
者

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、採
用
に
つ
い
て
は
、「
満
足

し
て
い
る
」が
30・
７
％
、「
や
や
満
足
し
て
い

る
」が
36・５
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」が

25・８
％
、「
や
や
不
満
で
あ
る
」が
６・０
％
、

「
不
満
で
あ
る
」が
１・０
％
と
な
っ
た
。

　

育
成
に
つ
い
て
は
、「
満
足
し
て
い
る
」が

14・５
％
、「
や
や
満
足
し
て
い
る
」が
39・
０
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」が
38・８
％
、「
や

や
不
満
で
あ
る
」が
７・３
％
、「
不
満
で
あ

る
」が
０・
５
％
と
な
っ
た
。
採
用
と
比
べ
る

と「
満
足
し
て
い
る
」の
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
る
。

　

外
国
人
雇
用
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る

と
、外
国
人
雇
用
企
業
の
う
ち
76・
０
％
が

外
国
人
の
雇
用
に
当
た
り
何
ら
か
の「
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
」と
い
う
結
果
に
な
っ

た（
表-

３
）。

　
具
体
的
に
は
、「
採
用
費
用（
渡
航
費
や

手
数
料
な
ど
）が
想
定
よ
り
も
高
い
」（
27・

８
％
）や
、「
入
管
の
手
続
き
に
時
間
や
手
間

が
か
か
る
」（
26
・
９
％
）、「
在
留
で
き
る
年

数
が
短
い
」（
24
・
２
％
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
手
間
が
か
か
る
」（
18・
８
％
）な

ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

外
国
人
雇
用
企
業
の
31・８
％
が

外
国
人
正
社
員
を

「
今
よ
り
も
増
や
し
た
い
」と
回
答

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
企
業
の
経
営
者
は
、今

後
の
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
外
国
人
を
雇
用

し
て
い
な
い「
外
国
人
非
雇
用
企
業
」も
併

せ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、外
国
人
雇
用
企
業
に
お
け
る
今
後

の
外
国
人
雇
用
の
方
針
を
雇
用
形
態
別
に
見

る
と
、外
国
人
正
社
員
に
つ
い
て
は「
外
国
人

か
ど
う
か
は
考
慮
し
な
い
」が
36・３
％
と
最

も
高
く
、以
下「
今
よ
り
も
増
や
し
た
い
」が

31
・
８
％
、「
現
状
程
度
を
維
持
し
た
い
」が

30
・
８
％
と
続
く
。
外
国
人
非
正
社
員
に
つ

い
て
は「
外
国
人
か
ど
う
か
は
考
慮
し
な
い
」

（
49・
５
％
）、技
能
実
習
生
に
つ
い
て
は「
現

状
程
度
を
維
持
し
た
い
」（
67・７
％
）が
最
も

高
い
。い
ず
れ
の
雇
用
形
態
も「
今
よ
り
も
減

ら
し
た
い
」と
回
答
し
た
割
合
は
１
割
に
満
た

な
か
っ
た
。

　
外
国
人
非
雇
用
企
業
に
外
国
人
雇
用
の

方
針
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
雇
用
す
る
つ
も

り
は
な
い
」が
46・
０
％
、「
良
い
人
に
出
会

え
れ
ば
雇
用
し
て
も
よ
い
」が
39・９
％
、「
ほ

か
に
ど
う
し
よ
う
も
な
け
れ
ば
雇
用
す
る
」

が
10・
６
％
、「
ぜ
ひ
雇
用
し
て
み
た
い
」が

３・５
％
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
交
え
な
が
ら
、中
小
企
業
や
農
林

水
産
業
者
の
外
国
人
雇
用
の
実
態
を
見
て

き
た
。外
国
人
雇
用
企
業
は
、採
用
や
育
成
、

定
着
に
関
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、人

手
不
足
の
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
満

足
度
に
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
、外

国
人
雇
用
企
業
の
76・０
％
が
何
ら
か
困
っ

て
い
る
こ
と
を
抱
え
て
い
る
点
に
は
留
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

人
手
不
足
が
構
造
問
題
と
な
る
中
、中
小

企
業
や
農
林
水
産
業
者
の
成
長・
維
持
を
考

え
る
上
で
、外
国
人
雇
用
は
引
き
続
き
重
要

な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
技
能
実

習
制
度
に
代
わ
る
育
成
就
労
制
度
の
設
計
も

大
詰
め
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
外
国
人

雇
用
の
最
前
線
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、

引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

F

表 -3　外国人雇用で困っていること（三つまでの複数回答）
（単位：％）

（回答数=654）

割合

困っていることがある 76.0 

費
用

採用費用（渡航費や手数料など）が想定よりも高い 27.8 

人件費（賃金や福利厚生費など）が想定よりも高い 11.9 

教育研修費が想定よりも高い 3.8 

制
度

入管の手続きに時間や手間がかかる 26.9 

在留できる年数が短い 24.2 

従事できる仕事が制度上限られる 12.7 

ス
キ
ル
・
知
識

コミュニケーションに手間がかかる 18.8 

研修や教育に手間がかかる 10.1 

仕事のミスや報告もれが多い 6.9 

慣
行

文化や価値観の違いによるトラブルが多い 7.0 

住宅の確保が難しい 5.4 

そ
の
他

生活支援に手間がかかる 9.6 

日本人従業員より定着率が低い 5.5 

その他 2.0 

特に問題点はない 24.0 



貴
重
な
地
下
水
の
4
0
0
年

金
沢
の
文
化
に
育
ま
れ
て

 　
日
本
酒
は
水
と
米
が
原
料
で
あ
る
。

そ
の
米
を
麹こ

う
じ

と
酵
母
に
よ
っ
て
発
酵

さ
せ
て
造
る
。
原
料
や
醸
造
技
術
、気

候
な
ど
の
違
い
で
、味
も
香
り
も
異
な

る
多
彩
な
日
本
酒
が
生
ま
れ
る
。
各

地
に
特
色
あ
る
酒
蔵
が
存
在
す
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

　

石
川
県
金
沢
市
に
あ
る
福
光
屋
は

1
6
2
5
年（
寛
永
2
年
）に
創
業
し

て
4
0
0
年
、酒
を
造
り
続
け
て
き
た
。

金
沢
で
最
古
で
最
大
手
の
酒
蔵
で
あ

る
。
13
代
目
の
福
光
松
太
郎
社
長
に
、

大
事
に
し
て
い
る
伝
統
は
何
か
と
尋

ね
た
。

　
「
伝
統
は
何
か
と
い
う
よ
り
も
、何

を
大
事
に
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
水

で
す
。
こ
こ
の
地
下
か
ら
非
常
に
貴
重

な
水
が
湧
く
の
で
、創
業
以
来
、こ
の

場
所
を
動
か
ず
に
酒
を
造
っ
て
き
ま

し
た
。
会
社
の
4
0
0
年
は
井
戸
の

4
0
0
年
で
も
あ
る
の
で
す
」

　
「
水
は
、お
酒
の
仕
込
み
に
は
も
ち
ろ

ん
、全
て
の
工
程
の
洗
浄
に
も
使
い
ま

す
。
良
い
水
が
な
か
っ
た
ら
、酒
造
り

は
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。一
方
、お
米
は

4
0
0
年
の
歴
史
の
中
で
い
ろ
い
ろ
変

株
式
会
社
福
光
屋（
石
川
県
金
沢
市
）

日
本
酒

未
来
に
残
し
た
い

日
本
の

　

  
伝
統

第
14
回

日本酒は、焼酎、泡盛などと共に日本の「伝統的酒造り」として、２０２４年にユネスコの無形文化遺産に登録された。
世界的に独特な日本酒は、長い歴史の中で各地の風土や文化によって育まれてきた。

金沢市で創業４００年の酒蔵、福光屋はその一翼を担う。
戦中、戦後の混乱期から今日まで本来の酒造りを追求して、日本酒が秘める豊かな可能性を引き出してきた。

現在の福光松太郎社長は、「伝統は革新の連続」を貫き、変化に対応し続けた賜物と確信している。

金沢で日本酒を造り続けて４００年
「伝統は革新の連続である」を実践
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同
社
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
な
っ
た「
伝
統
的
酒
造
り
」を
た

だ
守
る
だ
け
で
な
く
、良
い
酒
と
は
何

か
を
徹
底
し
て
追
求
し
て
き
た
。
そ
の

た
め
に
先
代
か
ら
13
代
目
の
福
光
氏

ま
で
、
変
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば

ち
ゅ
う
ち
ょ
し
な
か
っ
た
。

　

福
光
氏
は「
伝
統
は
革
新
の
連
続

で
あ
る
」と
常
々
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
る
。「
長

く
続
け
る
の
が
伝
統
だ
と
す
る
な
ら
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
絶
え
ず
革
新
し
続
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
中
国
の
古
典『
易

経
』に『
窮
す
れ
ば
す
な
わ
ち
変
じ
、変

ず
れ
ば
す
な
わ
ち
通
ず
』と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
ら
自
ら
変
わ

り
な
さ
い
、
変
わ
れ
ば
道
は
必
ず
開

け
ま
す
と
い
う
教
え
で
す
。
そ
れ
と

同
じ
で
す
」

　

福
光
屋
に
は
昔
か
ら
代
々
伝
え
ら

れ
た
家
訓
は
無
い
そ
う
だ
。「
た
と
え

あ
っ
て
も
役
に
立
た
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
々
に
合
っ
た
内
容
で
も
、

時
代
が
変
わ
れ
ば
通
用
し
ま
せ
ん
。
幸

い
無
い
の
で
、私
が
考
え
た『
伝
統
は

革
新
の
連
続
で
あ
る
』を
家
訓
で
す
と

言
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
な
ら
普
遍
的
で

し
ょ
う
」

　

確
か
に
伝
統
的
な
工
芸
品
も
、作

わ
り
ま
し
た
」と
言
う
。
例
え
ば
兵
庫

県
で
契
約
栽
培
し
て
調
達
す
る
酒
造

好
適
米「
山
田
錦
」は
1
0
0
年
ほ
ど
前

に
開
発
さ
れ
た
品
種
で
あ
る
。

　

同
社
が
使
う
地
下
水
は
、石
川
県

と
岐
阜
県
の
県
境
に
あ
る
霊
峰
白
山

に
降
っ
た
雨
雪
が
地
中
に
浸
み
込
み
、

1
0
0
年
余
り
を
か
け
て
流
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
適
度

に
含
み
、水
質
は
酒
造
り
に
適
し
た
中

程
度
の
硬
水
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
、金
沢
で
酒
蔵
を
営
む
利

点
を
福
光
氏
は
強
調
す
る
。「
加
賀
百

万
石
の
城
下
町
で
す
か
ら
、洗
練
さ
れ

た
生
活
文
化
が
あ
り
、食
文
化
も
大
変

豊
か
で
す
。
舌
の
肥
え
た
人
や
良
い
お

店
が
多
く
、下
手
な
酒
は
造
れ
ま
せ
ん
。

福
光
屋
は
金
沢
に
育
ま
れ
た
と
言
え

ま
す
」

 

良
い
酒
と
は
何
か
を
追
求

「
絶
え
ず
革
新
が
必
要
」

 　
無
論
、立
地
だ
け
で
、長
く
続
く
わ

け
が
な
い
。
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か

け
て
日
本
酒
は
質
よ
り
量
を
求
め
ら

れ
た
。
も
し
そ
れ
に
押
し
流
さ
れ
て
い

た
ら
、今
の
福
光
屋
は
無
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

り
手
の
弛
み
な
い
革
新
に
よ
っ
て
存

続
し
て
い
る
。「
同
じ
こ
と
を
し
て
い

た
ら
、な
く
な
り
ま
す
よ
」と
の
福
光

氏
の
言
葉
は
う
な
ず
け
る
。

 

醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
添
加
を
止
め
て

全
量
を
純
米
酒
に
切
り
替
え

 　

現
在
、福
光
屋
は
、昔
か
ら
の「
福

正
宗
」を
は
じ
め「
加
賀
鳶と

び
」や「
黒
帯
」、

長
期
熟
成
酒
の「
百も

も々

登と

勢せ

」な
ど
の
多

様
な
純
米
酒
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
の

マ
ル
チ
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
可
能
に
し
た

の
は
、自
然
主
義
の
醸
造
技
術
で
あ
る
。

後
に「
純
米
蔵
宣
言
」を
発
表
し
て
、醸

造
ア
ル
コ
ー
ル
の
添
加
を
止
め
て
、全

商
品
を
純
米
造
り
に
変
え
た
。

　
全
て
純
米
酒
に
切
り
替
え
た
酒
蔵

は
他
に
も
あ
っ
た
が
、同
社

に
よ
る
と「
生
産
量
万
石
単

位（
1
石
=
約
1
8
0
リ
ッ

ト
ル
）の
酒
蔵
で
全
量
純
米

酒
化
は
初
め
て
」と
い
う
。

で
は
な
ぜ
純
米
酒
な
の
か
。

「
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加

す
る
と
私
た
ち
が
求
め
る

お
い
し
い
酒
を
造
れ
な
い

か
ら
で
す
」
と
福
光
氏
は

語
る
。

　
日
本
酒
は
熟
練
を
要
す
る
複
雑
な

工
程
を
経
て
造
ら
れ
る
。
ま
ず
玄
米

を
精
米
し
て
蒸
米
を
造
る
。「
大
吟
醸
」

や「
吟
醸
」は
精
米
で
の
米
を
削
る
程

度
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　

次
に
蒸
米
に
種
麹
を
ま
い
て
麹
を

育
て
る
。
こ
の
麹
が
米
の
で
ん
ぷ
ん
を

糖
分
に
変
え
る
。
そ
の
液
の
中
で
、日

本
酒
酵
母
を
培
養
す
る
。
酵
母
は
糖

分
を
発
酵
さ
せ
て
ア
ル
コ
ー
ル
に
変

え
る
と
同
時
に
、酒
の
味
や
香
り
を
つ

く
り
出
す
。
同
社
で
は
約
3
0
0
種

の
日
本
酒
酵
母
を
開
発
し
て
、銘
柄
に

よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
。

　
こ
の
日
本
酒
酵
母
を
培
養
し
た
液

を
酒し

ゅ
母ぼ

と
呼
び
、酒
造
り
の
も
と
と

な
る
。
酒
母
に
麹
、蒸
米
、水
を
３
段

階
に
分
け
て
仕
込
み
、そ
の
後
、20
日

株式会社福光屋

十三代目（代表取締役社長） 福光 松太郎 氏

100年以上の時をかけて蔵までたどり着く
地下水と、酒造りの節目を告げる杉玉。変わ
らぬ礎に時代と共に変わる挑戦を重ね、400
年の歴史を歩んできた
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酒造りの技術を応用した発酵飲料（右）
やスイーツ、米発酵の力を取り入れた
化粧品（左）など、多彩な製品を展開し
ている

た
と
き
に
ア
ル
コ
ー
ル
添
加
を
止
め

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
」と
福
光
氏
は

言
う
。

　
「
ア
ル
コ
ー
ル
は
す
ご
く
辛
い
の
で
、

仕
込
み
中
の
醪
が
ま
だ
甘
い
う
ち
に

入
れ
な
い
と
、辛
す
ぎ
て
飲
め
な
く
な

り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、酵
母
が
糖

分
を
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
さ
せ
て
、香
り

高
い
酒
に
す
る
途
中
で
、
醸
造
ア
ル

コ
ー
ル
を
添
加
す
る
こ
と
で
酵
母
の

活
動
を
止
め
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
発
酵
に
よ
る
本
当
の
お
い
し
さ

を
出
せ
ま
せ
ん
」

　
し
か
し
1
9
7
0
年
代
半
ば
ま
で

日
本
酒
の
消
費
量
は
伸
び
続
け
た
。そ

の
後
も
、安
価
な
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
え
ば
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
の
で
、

ア
ル
添
酒
の
時
代
が
続
い
た
。
福
光
氏

に
よ
れ
ば「
純
米
酒
に
し
た
ら
コ
ス
ト

が
段
違
い
に
上
が
り
ま
す
」と
言
う
の

だ
か
ら
、純
米
酒
へ
の
切
り
替
え
は
簡

単
に
は
で
き
な
い
。

　

福
光
屋
で
は
、1
9
4
7
年
に
12
代

目
当
主
に
な
っ
た
福
光
博ひ

ろ
む

氏
が
純
米

酒
化
に
向
け
て
努
力
し
た
。
博
氏
は
現

社
長
の
福
光
松
太
郎
氏
の
父
親
で
あ

る
。「
父
は
学
生
時
代
に
、酒
造
り
の

勉
強
の
た
め
灘
や
伏
見
の
酒
蔵
を
訪

ね
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
純
米
酒
を
飲
ん

で『
も
の
す
ご
く
お
い
し
く

て
感
動
し
た
』と
よ
く
言
っ

て
い
ま
し
た
」

　

博
氏
は
醸
造
ア
ル
コ
ー

ル
の
添
加
量
を
徐
々
に
減

ら
し
た
。
福
光
氏
が
1
9

8
5
年
に
博
氏
か
ら
継
い

だ
時
に
は
、
全
商
品
が
醸

造
ア
ル
コ
ー
ル
を
白
米
の

重
量
の
10
％
以
下
に
抑
え

た「
本
醸
造
酒
」に
な
っ
て

い
た
。

　
「
本
醸
造
で
は
い
く
ら『
お
い
し
い
お

酒
が
で
き
ま
し
た
』と
お
客
様
に
訴
え

て
も
、少
し
と
は
い
え
醸
造
ア
ル
コ
ー

ル
を
入
れ
て
い
る
の
で
、す
っ
き
り
説
明

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
私
も
純
米
酒

に
近
づ
け
よ
う
と
努
め
て
、2
0
0
1

年
に
全
商
品
を
純
米
酒
に
し
た
わ
け

で
す
」

　
男
性
か
ら
女
性
に
顧
客
拡
大

食
中
酒
と
し
て
日
本
酒
提
案

　　
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
の
使
用
を
止
め

た
こ
と
で
、「
コ
ス
ト
は
2
割
5
分

く
ら
い
上
が
っ
た
」と
言
う
。「
福
光

屋
は
2
、3
年
で
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」と
の
風
聞
も
立
っ
た
。

　
福
光
氏
は
コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
、

販
売
先
の
問
屋
へ
の
リ
ベ
ー
ト
を
ほ

ぼ
半
減
さ
せ
た
。「
問
屋
か
ら
の
抵
抗

は
あ
り
ま
し
た
。
で
も『
中
身
に
金
を

か
け
て
い
ま
す
か
ら
』と
説
明
し
て
、

何
と
か
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、テ
レ
ビ
、新
聞
な
ど
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
告
か
ら
、雑
誌

な
ど
へ
の
記
事
提
供
や
直
営
店
に
よ

る
需
要
喚
起
に
重
点
を
移
し
て
、
広

告
宣
伝
費
を
大
幅
に
節
約
し
た
。

　
「
父
の
時
代
は
経
済
が
上
り
坂
で
し

た
か
ら
マ
ス
広
告
が
効
き
ま
し
た
。
私

の
時
代
は
経
済
が
成
熟
期
だ
っ
た
の

で
、マ
ス
広
告
の
パ
ワ
ー
が
下
が
っ
て

い
た
の
で
す
」。
酒
類
業
界
も
大
き
く

変
わ
っ
た
。
ビ
ー
ル
、焼
酎
、ワ
イ
ン
、

間
以
上
か
け
て
発
酵
を
進
め
て
醪も

ろ
み

に

仕
上
げ
る
。
醪
を
搾
れ
ば
、純
米
酒

の
出
来
上
が
り
で
あ
る
。

　

 戦
後
広
ま
っ
た
ア
ル
添
酒

低
コ
ス
ト
で
需
要
増
に
対
応

 　
戦
前
、日
本
酒
は
水
と
米
だ
け
で
造

る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
戦
時
中
、

米
不
足
に
よ
り
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
添

加
が
試
み
ら
れ
、戦
後
、一
気
に
広
が
っ

た
。ア
ル
コ
ー
ル
を
加
え
て
水
を
増
せ

ば
酒
を
増
量
で
き
る
か
ら
だ
。

　

終
戦
後
、
日
本
酒
の
需
要
が
急
増

し
、酒
と
名
が
付
け
ば
何
で
も
売
れ
た
。

政
府
も
酒
税
は
重
要
な
財
源
で
あ
る

と
捉
え
て
い
た
。
そ
の
結
果「
酒
は
ま

ず
く
な
り
ま
し
た
。復
興
期
が
終
わ
っ

未
来
に
残
し
た
い

日
本
の

　

  
伝
統

第
14
回

福光屋の技と誇りを映す代表銘柄「加賀鳶」。旨味と
ふくらみ、キレの良さを備えた銘酒である

昭和初期の福光屋。酒類や切手を販売していた
他、馬つなぎも備える店構えであった
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福光屋の伝統と革新を支える酒造りに励んでい
る蔵人たち

「自然と発酵」をテーマに、スイーツや酒肴などこだわ
りの品を揃えた東京ミッドタウン店。バイリンガル
スタッフも勤務し、さまざまな要望に応えてくれる

■精米・洗米・浸漬（しんせき）・蒸米
米を磨き、洗って水に浸し、水分を含ませた後、
丁寧に蒸し上げます

■麹造りと酒母の準備
蒸した米に麹菌を振りかけて麹を育て、酵母
を増やす酒母を作って発酵の土台を整えます

■醪造りと発酵
酒母に麹・蒸米・水を加え、三段階で仕込みな
がら、糖化と発酵を同時に進めていきます

■上槽（じょうそう）・火入れ・熟成
発酵を終えた醪を搾り、加熱殺菌や熟成、ろ過・
加水などを経て、瓶に詰めて仕上げます

純米酒の製造工程
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
攻
勢
を
受
け
て
、

日
本
酒
の
消
費
量
は
下
降
線
を
た

ど
っ
た
。「
新
し
い
お
客
様
を
増
や
す

し
か
な
い
。
今
ま
で
は
中
高
年
の
男

性
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ

か
ら
は
女
性
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
「
1
9
9
0
年
代
に
、そ
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
も
、業
界
で
は『
女
性
が
酒

を
飲
む
わ
け
が
な
い
』と
い
う
見
方
が

大
勢
で
し
た
ね
」と
福
光
氏
は
語
る
。

1
9
9
9
年
に
東
京
の
銀
座
に
お
し
ゃ

れ
な
直
営
店「
S
A
K
E 
S
H
O
P 

福

光
屋
」を
出
し
た
。
日
本
酒
の
古
臭
い

イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
し
つ
ら
え
で
、

女
性
誌
の
女
性
編
集
者
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
き
た
。
新
し
い
日
本
酒
の

楽
し
み
方
が
女
性
誌
を
飾
っ
た
。

　
「
女
性
に
は
、食
事
を
楽
し
む
た
め

に
お
い
し
い
日
本
酒
を
食
中
酒
と
し

て
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
と
提
案
し
た

の
で
す
」。
純
米
酒
化
に
よ
る
品
質
向

上
が
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
直
営
店
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、2
0

2
5
年
7
月
現
在
、
金
沢
の
2
店
の

他
に
、
東
京
で
は
赤
坂
の
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
玉
川
髙
島
屋
に
計
2

店
出
し
て
い
る（
前
述
の
銀
座
店
は

2
0
1
1
年
に
閉
店
）。
外
国
人
観
光

客
の
増
加
も
あ
り
、出
店
依
頼
が
多

い
と
い
う
。

　
社
員
の
65
%
は
中
途
採
用

「
私
の
や
り
方
を
壊
せ
」

　　

同
社
は
、酒
造
事
業
以
外
に
も
、酒

造
り
の
技
術
を
応
用
し
て
化
粧
品
や

健
康
食
品
な
ど
に
事
業
領
域
を
広
げ
て

い
る
。
新
し
い
仕
事
に
は
中
途
採
用
し

た
多
様
な
人
材
を
充
て
て
い
る
。現
在
、

約
1
1
0
人
の
社
員
の
う
ち
約
65
％
は

中
途
採
用
で
あ
る
。こ
う
し
た
社
員
は

退
職
金
の
無
い
年
俸
制
に
よ
り
業
績

に
応
じ
て
め
り
は
り
を
つ
け
て
処
遇
す

る
。
新
卒
入
社
の
社
員
は
通
常
の
月
給

制
で
あ
る
。

　

他
方
、酒
造
り
を
取
り
仕
切
る
杜と

う
氏じ

と
作
業
を
担
う
蔵く

ら
人び

と
は
、全
員
を
社
員

に
し
て
い
る
。
酒
蔵
は
、冬
季
に
農
漁

村
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
る
杜
氏
と
蔵
人

に
酒
造
り
を
委
ね
る
の
が
伝
統
で
あ

る
。
し
か
し「
多
種
多
様
な
純
米
酒
を

造
る
の
は
難
し
い
の
で
、専
門
性
を
高

め
る
た
め
に
社
員
に
し
ま
し
た
。
出
稼

ぎ
に
頼
ら
な
い
の
で
、当
社
は
冬
だ
け

で
な
く
春
秋
も
酒
を
造
っ
て
い
ま
す
」

と
言
う
。

　
福
光
氏
は「
純
粋
培
養
の
組
織
は
危

な
い
。
前
提
条
件
が
変
わ
っ
た
ら
対
応

で
き
ず
に
崩
れ
ま
す
。
異
質
の
集
団
が

い
い
」と
考
え
る
。

　
14
代
目
を
継
ぐ
予
定
の
長
男
の
福

光
太
一
郎
専
務
へ
の
期
待
を
聞
く
と
、

福
光
氏
は
こ
う
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
ぶ
っ
壊

せ
と
言
い
た
い
で
す
。
私
も
父
か
ら

『
お
前
が
継
い
だ
ら
、商
品
も
得
意
先

も
全
部
変
わ
る
ぞ
』と
言
わ
れ
ま
し

た
。そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、事
実
上
そ
う
な
り
ま

し
た
」。
要
す
る
に
引
き
継
ぐ
べ
き
は

「
伝
統
は
革
新
の
連
続
で
あ
る
」だ
け

と
い
う
わ
け
だ
。�

F
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こ
こ
に

こ
の

人
あ
り

世
界
の
要
人
に
贈
ら
れ
る

知
る
人
ぞ
知
る
ブ
ラ
ン
ド

　

笏
本
達
宏
氏
は
と
に
か
く
ユ
ニ
ー
ク
で
あ

る
。
母
親
で
あ
る
現
会
長
の
笏
本
た
か
子
氏

が「
絶
対
に
継
が
な
く
て
い
い
。
同
じ
苦
し
み

を
経
験
さ
せ
た
く
な
い
」と
止
め
る
の
を
押
し

切
っ
て
、苦
労
す
る
の
が
分
か
っ
て
い
な
が
ら

家
業
の
縫
製
業
に
自
ら
飛
び
込
ん
だ
。
そ
の

経
緯
は
後
述
す
る
が
、母
親
の
た
か
子
氏
も

並
み
の
人
で
は
な
い
。

　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
時
、笏
本
親
子
は「
ど

う
せ
や
る
な
ら
総
理
大
臣
に
締
め
て
も
ら
え
る

よ
う
な
ネ
ク
タ
イ
を
作
ろ
う
」と
語
り
合
っ
た
。

当
時
の
笏
本
縫
製
を
考
え
た
ら
、言
う
だ
け
た

だ
み
た
い
な
話
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、そ
れ
が
冗

談
で
は
な
く
、7
年
後
に
実
現
し
た
。
岸
田
文
雄

首
相（
当
時
）に
あ
い
さ
つ
に
行
く
人
が
、同
社
の

自
社
ブ
ラ
ン
ド「
S
H
A
K
U
N
O
N
E
」（
笏
の

音
）の
ネ
ク
タ
イ
を
手
土
産
に
選
ん
で
く
れ
て
、

実
際
に
岸
田
首
相
の
胸
を
飾
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
総
理
大
臣
に
贈
ら
れ
る
ネ
ク
タ
イ
な
ら
良

か
ろ
う
と
、当
時
、米
国
大
統
領
だ
っ
た
バ
イ

デ
ン
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
お
客

様
が
い
ま
し
た
。
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、バ

イ
デ
ン
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
よ
う
で
す
」と
笏
本

氏
は
話
す
。

　

さ
ら
に「
こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
」と
差
し

出
さ
れ
た
ス
マ
ホ
に
、男
性
が
ネ
ク
タ
イ
を
包

み
か
ら
出
し
て
喜
ぶ
姿
が
映
っ
て
い
た
。
男
性

が
笑
顔
を
正
面
に
向
け
た
の
を
見
て
驚
い
た
。

何
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス
大
統
領
で
あ
る
。

「
今
年
の
3
月
ご
ろ
、注
文
を
受
け
て
届
け
た

ら
、マ
ル
コ
ス
大
統
領
へ
の
贈
り
物
だ
っ
た
の

で
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

　

同
社
の
ネ
ク
タ
イ
は
知
る
人
ぞ
知
る
ブ
ラ

ン
ド
品
な
の
で
あ
る
。
仕
掛
け
人
の
笏
本
氏
は

気
鋭
の
経
営
者
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
ま
で

来
る
に
は
、い
く
つ
も
の
厚
い
壁
を
乗
り
越
え

て
き
た
。

笏本 達宏 （しゃくもと たつひろ）
株式会社笏本縫製
代表取締役

1987年、岡山県津山市生まれ。美容師としての経験を経て、
2008年に家業である笏本縫製に入社。2015年に自社ブ
ランド「SHAKUNONE」を立ち上げ、2021年に3代目として
代表取締役に就任。ネクタイ需要の減少を乗り越え、過去
最高売上を達成。職人の技術と現代の感性を融合させた
ものづくりで、縫製業界に新たな価値を創造している。

ネ
ク
タ
イ
で
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
目
指
す

不
可
能
に
見
え
て
も
挑
む
意
地
っ
張
り

「
こ
の
地
域
か
ら
世
界
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
た
い
」。
ネ
ク
タ
イ
専
門
の

縫
製
会
社
笏
本
縫
製
の
3
代
目
で
、38
歳
の
笏
本
達
宏
代
表
取
締
役
は
大
き
な

夢
を
抱
く
。
岡
山
県
津
山
市
に
あ
る
総
勢
12
人
の
会
社
だ
が
、目
標
に
向
け
て
ま

い
進
中
で
あ
る
。
母
親
が「
私
の
代
で
畳
む
」と
言
う
の
に
、あ
え
て
事
業
を
承
継
。

続
け
る
こ
と
さ
え
困
難
な
下
請
け
の
窮
状
に
発
奮
し
て
、大
胆
に
も
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
ネ
ク
タ
イ
作
り
に
乗
り
出
し
て
10
年
。
や
る
と
決
め
た
ら
意
地
で
も
や
り
抜

く
構
え
で
あ
る
。

第
16
回

笏
本 

達
宏 

氏

株
式
会
社
笏
本
縫
製　

代
表
取
締
役
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し
て
、納
得
で
き
る
人
生
を
歩
み
な
さ
い
」と
言

わ
れ
て
い
た
。
高
校
卒
業
後
、2
0
0
5
年
に
美

容
師
に
な
っ
た
の
は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
。「
母

の
髪
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、小
さ
い
頃
、そ
れ
に

触
り
な
が
ら
寝
て
い
た
の
で
、髪
に
触
れ
る
職

業
が
し
た
い
と
考
え
て
、単
純
に
美
容
師
を
選

ん
だ
の
で
す
」

　

津
山
の
美
容
室
に
就
職
し
て
3
年
、自
弁

で
専
門
学
校
の
通
信
教
育
を
受
け
て
美
容
師

免
許
の
国
家
試
験
を
1
回
で
パ
ス
し
た
。
さ
あ

こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
で
あ
る
。
母
親
の
た
か

子
氏
が
一
時
病
気
に
な
り
、美
容
師
を
し
な
が

ら
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
2
年
ほ
ど
前
か
ら
笏
本
縫
製
は
ネ
ク

タ
イ
の
製
造
に
転
換
し
て
い
た
。
衣
服
の
縫
製

が
海
外
に
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
仕
事
が
激
減
し

た
た
め
、生
き
残
る
た
め
に
ま
だ
ま
し
だ
っ
た

ネ
ク
タ
イ
に
賭
け
た
の
で
あ
る
。

　

手
伝
い
に
入
っ
て
笏
本
縫
製
に
対
す
る
笏

本
氏
の
認
識
は
一
変
し
た
。「
そ
れ
ま
で
継
ぐ

気
が
無
く
て
目
を
背
け
て
い
た
の
で
、安
物
を

ひ
た
す
ら
作
る
だ
け
の
会
社
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」。
と
こ
ろ
が「
作
っ
て
い
る
の
は
有
名

ブ
ラ
ン
ド
の
ネ
ク
タ
イ
だ
っ
た
の
で
す
。
う
ち

の
技
術
は
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
、目
が
覚

め
る
思
い
が
し
た
。

　
「
母
は『
私
の
代
で
終
わ
ら
せ
る
』と
言
っ
て

い
た
の
で
、こ
の
ま
ま
無
く
な
る
と
思
う
と
、

急
に
悔
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。こ
ん

　

貧
乏
暇
な
し
の
縫
製
工
場
を
営
む
母
子
家

庭
で
育
ち
、高
校
を
卒
業
し
て
美
容
師
に
な
っ

た
。母
親
の
心
配
を
よ
そ
に
家
業
に
転
じ
た
が
、

案
の
定
、ク
ー
ル
ビ
ズ
の
影
響
を
受
け
て
ネ
ク

タ
イ
の
下
請
け
は
厳
し
く
、カ
ネ
の
苦
労
も

散
々
し
た
。
過
酷
な
運
命
に
あ
ら
が
っ
て
き
た

わ
け
だ
が
、そ
ん
な
こ
と
を
話
し
好
き
で
明
る

い
人
柄
は
少
し
も
感
じ
さ
せ
な
い
が
、芯
の
強

さ
が
風
貌
に
表
れ
て
い
る
。

　
笏
本
と
い
う
名
字
も
珍
し
い
。「
笏
本
は
世

界
で
19
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
善
い
事
を
し
て
も

悪
い
事
を
し
て
も
目
立
ち
ま
す
」と
笏
本
氏
は

言
う
。「
笏
」は
昔
、貴
族
や
武
将
が
正
装
し
た

時
に
手
に
持
つ
細
長
い
板
で
あ
る
。「
笏
本
姓

は
こ
の
辺
り
の
発
祥
で
、う
ち
は
櫟い

ち
いの

木
か
ら

笏
を
作
っ
て
い
た
家
か
も
し
れ
な
い
と
、
祖
母

か
ら
聞
き
ま
し
た
」

　

笏
を
二
つ
に
縦
割
り
に
し
た
板
を
打
ち
鳴

ら
す「
笏
拍
子
」と
い
う
楽
器
が
、雅
楽
な
ど
で

用
い
ら
れ
る
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の「
S
H
A
K
U

N
O
N
E
」（
笏
の
音
）は
笏
拍
子
の
音
色
を
意

味
し
、優
雅
な
連
想
を
誘
う
。

　
し
か
し
今
日
ま
で
の
笏
本
氏
の
人
生
は
、優

雅
と
は
縁
遠
か
っ
た
。

　
家
業
の
縫
製
業
に
つ
い
て
当
初
は「
継
ぐ
気

な
ん
か
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
絶
対
に

嫌
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」と
言
う
。一
日
中
働

き
づ
め
の
母
親
を
見
て
い
た
ら
、疎
ま
し
く
思

う
の
も
無
理
は
な
い
。

　
笏
本
縫
製
は
1
9
6
8
年
に
、祖
母
の
玉
枝

氏
が
個
人
事
業
と
し
て
創
業
し
た
。
学
校
の
生

徒
向
け
の
シ
ャ
ツ
に
ボ
タ
ン
を
付
け
る
よ
う
な

内
職
程
度
の
仕
事
か
ら
始
ま
り
、婦
人
服
や
子

供
服
の
縫
製
へ
と
発
展
し
て
も
、下
請
け
仕
事

で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

　
笏
本
氏
は
小
学
校
時
代
に
両
親
が
離
婚
し
、

妹
2
人
と
共
に
母
に
女
手
一
つ
で
育
て
ら
れ
た
。

「
母
は
工
場
の
仕
事
が
忙
し
く
て
、家
族
そ
ろ
っ

て
ご
飯
を
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

旅
行
も
1
回
く
ら
い
し
か
な
い
。
そ
ん
な
生
活

が
嫌
で
し
た
ね
」

　
し
か
し
家
族
の
結
束
は
固
か
っ
た
。「
母
が

縫
製
の
実
務
を
担
っ
て
忙
し
か
っ
た
の
で
、
私

は
祖
母
の
作
る
ご
飯
で
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

か
わ
い
が
っ
て
く
れ
て
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
に
行
く
と
き
に
は
、祖
母
に
バ
イ

ク
で
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
で
、妹
2
人
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
子
で
す
。
私
た
ち
家
族
は
祖
母
が
い
わ
ば
母

親
で
、
母
が
父
親
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
ね
」。

面
白
い
こ
と
に
、祖
母
、母
親
、笏
本
氏
は
皆
卯う

年
の
生
ま
れ
だ
と
い
う
。「
実
は
私
の
息
子
も

卯
年
で
す
。
4
世
代
が
そ
ろ
っ
て
卯
年
と
い
う

の
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
奇
跡
で
し
ょ
う
」

　

家
業
の
縫
製
業
が
あ
ま
り
に
忙
し
く
て
へ

き
え
き
と
し
た
も
の
の
、「
背
中
を
見
せ
て
私

を
育
て
て
く
れ
た
の
は
、母
で
あ
り
祖
母
で
し

た
」と
笏
本
氏
は
感
謝
し
て
い
る
。

　
祖
父
は
笏
本
氏
が
生
ま
れ
る
前
の
1
9
8
5

年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。祖
母
の
玉
枝
氏
も
働

き
者
だ
。「
祖
母
は
人
が
良
く
て
パ
ワ
フ
ル
で
、

夕
方
や
夜
に
明
日
ま
で
に
仕
上
げ
て
ほ
し
い

と
持
ち
込
ま
れ
た
仕
事
を
二
つ
返
事
で
引
き

受
け
て
、夜
な
べ
を
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

無
理
な
注
文
で
も
こ
な
し
て
し
ま
う
の
で
、魔

法
使
い
み
た
い
で
し
た
」

安
物
を
作
る
会
社
と
誤
解

す
ご
い
技
術
を
知
り
決
心

　
笏
本
氏
は
祖
母
か
ら「
家
業
の
こ
と
は
考
え

な
く
て
い
い
か
ら
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

創業者である祖母・玉枝氏の背に抱かれる笏本氏。ものづくりの原点
は祖母の温もりだ
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ここに
　この人あり

な
に
良
い
製
品
を
真
面
目
に
作
っ
て
い
る
人

た
ち
が
報
わ
れ
な
く
て
い
い
の
か
。
憤
り
に
近

い
気
持
ち
が
湧
い
て
、私
が
絶
対
に
何
と
か
し

よ
う
と
継
ぐ
決
心
を
し
て
、押
し
か
け
る
形
で

入
っ
た
の
で
す
」。
22
歳
の
笏
本
氏
に
と
っ
て

大
き
な
転
機
だ
っ
た
。

多
く
の
人
た
ち
の
支
え
で

自
社
ブ
ラ
ン
ド
は
で
き
た

　
「
こ
の
会
社
を
未
来
に
つ
な
ぐ
の
が
私
の
役

割
」と
の
使
命
感
に
燃
え
て
入
っ
た
が
、現
実
は

甘
く
な
い
。
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
で

電
力
不
足
の
懸
念
が
高
ま
り
、ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

が
浸
透
し
て
、ひ
ど
い
と
き
に
は
仕
事
が
2
、3

カ
月
途
絶
え
た
。
給
料
を
払
う
た
め
に
、一
時

は
親
戚
や
友
人
に
も
借
金
を
し
た
。「
私
は
意

地
っ
張
り
で
、や
り
続
け
ま
し
た
が
、や
め
よ

う
か
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
」

と
打
ち
明
け
る
。

　

下
請
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
痛
感
し
て
、打

開
策
を
模
索
し
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
2
0

1
4
年
、津
山
市
役
所
の
職
員
が
訪
ね
て
き
た
。

翌
年
設
立
す
る「
つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
準
備
で
、市
内
の
企
業
を
回
っ
て
課
題
を
調

べ
る
た
め
で
あ
る
。
工
場
を
見
て
、現
在
は
同

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
に
な
っ
て
い
る
沼
泰
弘

氏
が「
こ
ん
な
に
素
敵
な
商
品
を
作
れ
る
の
に
、

な
ぜ
自
分
た
ち
で
売
ろ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
」

と
、疑
問
を
口
に
し
た
。
こ
の
一
言
が
笏
本
氏

の
胸
に
響
き
、暗
中
模
索
だ
っ
た
自
社
ブ
ラ
ン

ド
を
ぜ
ひ
や
ろ
う
と
決
心
が
つ
い
た
。

　
こ
う
し
て「
S
H
A
K
U
N
O
N
E
」は
、セ

ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
て
2
0
1
5
年
9
月

に
生
ま
れ
た
。「
も
し
あ
の
と
き
背
中
を
押
し

て
も
ら
わ
な
か
っ
た
ら
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
踏

み
出
せ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
市
は
た
ぶ

ん
作
州
津
山
商
工
会
か
ら
紹
介
さ
れ
て
う
ち

に
も
調
査
に
来
た
の
で
し
ょ
う
。い
ろ
ん
な
縁

の
お
か
げ
で
す
。も
し
支
援
セ
ン
タ
ー
や
商
工

会
な
ど
の
多
く
の
方
々
の
支
え
が
な
か
っ
た

ら
、う
ち
は
と
っ
く
に
つ
ぶ
れ
て
い
ま
す
」

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ネ
ク
タ
イ
が
さ
っ
ぱ
り
の
と
き

も
助
け
ら
れ
た
。
社
員
や
そ
の
家
族
の
マ
ス
ク

を
作
っ
て
い
た
ら
、そ
れ
を
知
っ
た
商
工
会
の

田
村
正
敏
会
長
が
来
て
、マ
ス
ク
不
足
で
困
っ

て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に「
マ
ス
ク
を
作
れ
」

と
発
破
を
か
け
て
帰
っ
て
行
っ
た
。「
そ
の
お

か
げ
で
、職
人
の
手
が
止
ま
る
こ
と
な
く
、仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
笏
本
氏
は
、X（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
S
N
S

で
毎
日
欠
か
さ
ず
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
自

社
ブ
ラ
ン
ド
の
ネ
ク
タ
イ
は
初
年
度
に
30
本

し
か
売
れ
な
か
っ
た
。
い
か
に
良
い

商
品
だ
と
言
っ
て
も
、知
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
。
そ
の
た
め

S
N
S
を
活
用
し
て
お
り
、総
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
は
10
万
人
に
達
す
る
そ

う
だ
。

　
現
在
、ネ
ッ
ト
販
売
や
岡
山
県
の

百
貨
店
天
満
屋
を
中
心
に
年
間
約
5

千
本
を
販
売
し
て
い
る
。
価
格
は
税

込
み
で
1
本
1
万
4
3
0
0
円
で
あ

る
。
下
請
け
1
0
0
%
か
ら
、今
で
は

自
社
ブ
ラ
ン
ド
が
約
7
割
を
占
め
、

「
緩
や
か
に
成
長
し
て
い
る
」と
い
う
。

　
最
近
、「
つ
や
ま
ス
ー
ツ
」の
ブ
ラ

ン
ド
で
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
も
販
売

し
て
い
る
。
笏
本
氏
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
、津

山
市
内
の
縫
製
会
社
が
仕
立
て
る
。

実
は
2
0
1
0
年
に
個
人
事
業
を

株
式
会
社
に
し
た
と
き
、「
美
容
業
」を
定
款
に

入
れ
た
。
笏
本
氏
は「
い
ず
れ
男
性
の
服
装
も

髪
も
ト
ー
タ
ル
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
事
業
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

全
て
は
津
山
か
ら
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
を

作
る
夢
の
た
め
で
あ
る
。「
目
標
は
立
て
た
ら

必
ず
達
成
し
ま
す
が
、実
現
は
息
子
の
代
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
息
子
さ
ん
は
今
何

歳
で
?
「
1
歳
で
す
。
も
う
少
し
頑
張
ら
な

い
と
」と
言
っ
て
、豪
快
に
笑
っ
た
。�

F
店頭で自ら接客に立つ笏本氏。ものづくりへの思いと品質への誇りを、顧客一人一人に直接
届ける

自社ブランド「SHAKUNONE」のシルク製ハンドメイドネクタイ。
艶やかな質感と熟練の縫製技術が際立つ
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第33号に掲載の「開発主導型ビジネ
スモデルへの転換に外国人材の熱意
と力」を拝読いたしました。人口減少
に伴う市場縮小が危惧される中で、
地域の事業者が経営を維持していく
ためには、国籍や年齢、性別に関わら
ず、多様性のある人材を今後の経営
に活かしていくことが重要であると
同時に、多様な人材が活躍できる職場
環境の整備や新たな事業への挑戦な
ど、生産性や付加価値を高め企業の
魅力を向上させる取組みが必要であ
ることを再認識できる内容であった
と感じております。今後、商工会議所

第33号に掲載された「未来に残した
い日本の伝統」を拝読しました。昨
年の地震と豪雨により甚大な被害
に見舞われ、いまだに復旧作業に追
われている中、伝統的工芸品に指定
されている「輪島塗」を後世に残して
いくため、さまざまな努力をされて
いると感じました。青森県にも「津
軽塗」をはじめ多数の伝統工芸品が
あります。伝統や技術を受け継ぎ、
新たなものを取り入れる作家も現
れてきました。商工会議所としても
少しでもお役に立てればと思います。
昨年2月から、被災事業者からの相
談業務に当たるため全国各地の商
工会議所の経営指導員が輪島商工
会議所、珠洲商工会議所などに応援
出張しています。一日も早い復旧・
復興をお祈り申し上げます。

青森商工会議所 中小企業相談所長兼
中小企業振興部長兼地域振興部長

三上賢洋 様

第34号で紹介されていた株式会社
ICHIGOの記事を拝読し、「Tokyo Tr
eat」と「Sakuraco」のホームページを
拝見しました。いずれも世界中から高
評価のレビューが2万件以上。笑顔の
写真と共に「Amazing 」「Love 」「Gr
eat」という文字が躍るレビューには、
日本人としてうれしい気持ちになりま
した。特に和菓子中心の「Sakuraco」
については、地方企業の販路拡大に
つながるだけでなく、モチベーショ
ンアップにもつながる素晴らしい取
組みですね。

島根県
匿名希望

第34号を拝読し、地方には逆風を追
い風に変えていく力がたくさん眠っ
ていることを改めて実感しました。
コロナ禍を経て「地方創生2.0」が叫
ばれる中、訪日外国人だけをターゲッ
トにするような形骸化された日本の
形式美よりも、地域に根差した中小企
業やその取組みの努力、地域住民との
交流や特色ある街の風景などを再発
見し、ありのままの魅力を世界に広め
る、そうして日本の「まち・ひと・しご
と」が創られていく様子を実例と共に
紹介されている貴誌は大変勉強にな
りました。私も官公庁に勤めており、
地域を活性化させるという仕事をし
ている中、どういったことが本当に地
域のためになるかの視点を忘れずに
日々従事したいと改めて感じました。

大阪府
匿名希望

第34号で紹介されているNOTO高
農園の「多品種×ユーザー直売　赤
土育ちの個性派野菜が全国から能登
島に人を呼ぶ」を拝読しました。能登
特有の赤土にこだわり、ただ作った
ものを売るのではなく、料理人が求
める多種多様な野菜を生産する姿勢
や、令和6年能登半島地震と豪雨の
被害からの復旧の途上にありながら、
能登島に人を呼び込むため、新たな
チャレンジを考えておられることに
強く感銘を受けました。

石川県
匿名希望

第34号の特集「地域を守り、地域と
生きる」を拝読いたしました。いずれ
の事例も、地域で大事にしているも
のや課題に着目し、地域の人たちを
巻き込みながら、ビジネスにつなげ
ている点が素晴らしいと思いました。

「地域に恩返ししたい」という経営者
の方々の熱い想いが伝わりました。
弊社は、地方にも複数の事業所を構
え、物流の事業を行っています。地域
に根差し、選ばれ、「物流といったら
弊社」と言われるよう、地域の物流を
支えていきたいと思います。

東京都
匿名希望

としてさまざまな情報提供を行いな
がら、企業の課題解決のための支援
に取り組んでまいりたいと思います。

仙台商工会議所 中小企業支援部 部長
丹野賢二 様

ご意見・ご感想

『日本公庫つなぐ』へのご意見・ご感想募集
本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。お寄せいただいたご意見・ご感想は、

『日本公庫つなぐ』に掲載します。誌面の都合上、編集させていただくことがあります。
右の二次元コードからご意見・ご感想をお寄せください。
https://www.jfc.go.jp/n/findings/tsunaguvoice/index.php
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シリーズ　地 域と生きる 第 25 回

長崎県長崎市、諫早市ほか

「 長 崎 べ っ 甲 」

写真提供／長崎県新産業推進課

かんざしやくし、眼鏡のフレームなどでおなじみのべっ甲細工。透明感のあるあ
め色の艶と模様は、ウミガメの一種であるタイマイの甲羅に熱を加えて数枚貼
り合わせ、磨き上げることで生まれる。日本にべっ甲の加工技術が伝わったのは、
江戸時代前期に当たる17世紀前半。鎖国中の日本で唯一の国際貿易港として開
かれていた長崎に、中国の技術と原料となるタイマイの甲羅が、オランダなどの
商船によってもたらされたと伝わる。以来300年以上にわたり、べっ甲細工は長
崎の伝統工芸として発展を続けてきた。華やかな装身具から、外国の商船や宝船
を模した置物まで、精緻さと大胆さを併せ持つ作風の多様さが長崎べっ甲の魅
力だ。しかし1993年、ワシントン条約によってタイマイの輸入が禁止されたこ
とにより、原材料の確保が難しくなった。事業者の廃業も相次ぐ中、危機感を抱
いた若手業者の働きかけなどによって、長崎べっ甲は2017年に国の伝統的工芸
品に指定される。現在は、販路開拓や後継者の育成、さらにはタイマイの養殖事
業にも挑戦するなど、長崎べっ甲を未来につなぐ取組みが続いている。

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。

『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。

https://www.jfc.go.jp/

検 索
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